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「子どもアカデミー」活動の趣旨と概要 

 

 子どもアカデミー代表 高木 徹 

 

「子どもアカデミー」は、教師をめざす現代教育学科の学生たちが、小学生に楽しく分

かりやすく学習を支援する課外活動です。2013 年度から活動が始まりました。 

現代教育学科では２年次秋学期に小学校で「観察実習」を行い、小学校現場の雰囲気に

慣れたうえで、３年次春学期に「小学校教育実習」に臨みます。ただ「観察実習」では授

業を担当することはできず、「小学校教育実習」で初めて授業を担当する学生たちにとって

は、いろいろと戸惑うことも多いと思われます。そこで、「小学校教育実習」の前に、子ど

もたちに教える機会をつくりたい、という狙いで始められたのがこの活動です。 

2018 年度は春日井市教育委員会主催の土曜チャレンジ・アップ教室を開催しました。土

曜チャレンジ・アップ教室では、春日井市立小学校 9校に出向き、小学 4年生（一部 3年

生）から 6年生までの子どもたちを対象に、月に 1回土曜日にセミナーを実施しました。

当日までに、学生スタッフは何週間も担当教員のもとで研修を受け、教科学習のほか、授

業構成や制作物の指導などを学び、子どもたちに伝えるかにはどのような工夫が必要かを

検討しました。土曜チャレンジ・アップ教室での全ての活動は活動の経緯や具体的な出来

事を記録し、講座終了後には報告会を実施し、講座内容の振り返りと今後の課題を見出し、

本報告書を作成しました。 

この一連の活動が 2018 年度の子どもアカデミーの活動です。学生は、小学生の様々な分

野の学習をきちんと支援できるよう、大学の授業以外の時間にも準備を重ねており、その

準備には、現代教育学科の教科専門の教員たちが強力にバックアップしました。 

最後となりましたが、2018 年度の活動は春日井市教育委員会及び春日井市立小学校の学

校長をはじめとする多くの方々のご支援を得て活動できたことに感謝申し上げます。この

ような活動は、学生たちやそれを支える教員の地域貢献の場であると同時に、学生の教育

実践力を育てる貴重な機会の場でもあります。今後も持続的に本活動を推進していきたい

と考えています。 

「子どもアカデミー」教員組織（2018 年度） 

 

 

 教授 高木 徹   

  三島 浩路 長尾 寛子  

 准教授 小笠原 豊 橋本 美彦 小池 嘉志 

  古市 真智子   

 講師 伊藤 大幸 味岡 ゆい  
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１．土曜チャレンジ・アップ教室の概要 

（1）活動の経緯・趣旨 

 本年度は、春日井市立北城小学校・八幡小学校・松原小学校・東野小学校・勝川小学

校・鳥居松小学校・松山小学校・春日井小学校・小野小学校にて、土曜日の午前中 2時

間を用いて、活動を実施した。対象は 4～6年生（一部 3～6年生）。「楽しくてちょっと

学べる土曜日学習」をテーマに、児童らが小学校で学習した内容を活かした企画設定を

目指し、学習内容の応用を通して、児童らの発展的発想力を養うことが活動のねらいで

ある。本活動は、春日井市教育委員会学校教育課の支援のもとに実施した。 

 

（2）学生組織 

  学生は 61名（1年生 35 名（PJ1-28 名、PJ2-7 名）、2年生 15名（PJ1-13 名、PJ2-2

名）、3年生 6名、4年生 8名）が参加した。 

参加学生を 8チームに分け、1チーム 8～9名とした。1チームで 1つの企画を練り、

小学校へ出向き企画を行った。企画リーダーは毎月異なる学生が担当し、企画を進行し

た。土曜チャレンジ・アップ教室の当日運営は、受付から誘導、企画担当などすべてを

1チームのみで対応した。しかし、毎企画、別のチームから取材班 2～4名を派遣させ、

企画後、子どもアカデミーHP用の報告書と企画に対する意見書をまとめ、お互いの企画

に対しての課題を検討した。 

  

（3）活動スケジュール 

  土曜チャレンジ・アップ教室は基本的に月に 1回、土曜日の午前中に小学校へ学生が

出向き行った。企画の準備は全体会にて学生間で日程を決め、実施した。企画の日程は

表 1である。 

 

（4）参加人数 

土曜チャレンジ・アップ教室への児童参加は、1企画定員 30 名と設定し、募集を行っ

た。土曜チャレンジ・アップ教室当日関わった参加者を表 1に示す。 
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表 1．2018 年度土曜チャレンジ・アップ教室活動実績 

 

プログラム 学生リーダー
学生人数
（取材者含む）

児童人数
教育関係
者

教員
その他（保
護者など）

6月16日 ふりふり発電実験 飯沼（4年） 6 30 1 高木 0

7月7日
スケルトン葉っぱを作ろ
う

若林（3年） 8 23 1 味岡 0

10月13日
小さな力持ち！？の秘
密を解明しよう！

中野（3年） 6 15 1 長尾 0

12月15日
回ってみえる！？体の
秘密を解き明かそう！

西（3年） 6 14 1 高木 0

6月16日
カラフル☆ぷにぷにビー
ズ

星野（2年） 15 12 3 古市 2

10月13日
ペットボトルにたつまき
が出現！？

北野谷（1年） 11 10 2 古市 1

11月10日
マジックのタネを考えて
作るまほうのボトル

稲垣（4年） 8 18 1 高木 0

12月15日
ほかほか熱をつくろ
う！

大河内（1年） 9 13 2 橋本 0

6月9日 身近なものの隠れた力 河合（2年） 13 14 2 橋本 0

6月30日
僕の！私の！ランプ
シェード

村上（2年） 12 24 2 古市 0

11月10日
楽しく手洗い！石鹸ス
クイーズ

伊藤（1年） 10 22 2 高木 0

12月15日 クリスマスコースター 森田（1年） 10 18 2 味岡 0
6月16日 オリジナル紙を作ろう 中島（2年） 13 11 2 高木 1
7月7日 音の宅急便 志野（2年） 8 12 2 味岡 2

10月13日
色が変わる！？マジッ
クぺーパー

高橋（1年） 12 7 2 古市 1

12月15日 静電気マジック 川瀬（1年） 11 8 1 高木 0
6月9日 音の宅急便 志野（2年） 10 19 1 長尾 2
6月30日 オリジナル紙を作ろう 堀田（2年） 10 16 1 古市 2

10月6日
どこまで見える！？手
作り望遠鏡

石田（1年） 17 21 2 伊藤 8

11月17日 ビリビリ10万ボルト！ 高橋（1年） 11 25 1 橋本 0

6月16日
僕の！私の！ランプ
シェード

加藤（2年） 12 23 2 長尾 1

7月7日
見えない何かを映し出
せ！

峪田（2年） 11 19 2 三島 0

10月6日
1円と10円を分けるおも
ちゃを作ろう

松下（1年） 9 21 4 伊藤 1

11月17日
世界の見え方を変えて
みよう！

荻野（1年） 11 10 2 橋本 0

6月9日 Mｙ顕微鏡を作ろう 鈴木（2年） 13 29 2 味岡 2

6月30日
カラフル☆ぷにぷにビー
ズ

井上（2年） 17 40 2 伊藤 3

10月6日
色が変化するのはへん
か？

松原（1年） 12 14 1 三島 1

11月17日
昔を知ろう！作ってみ
よう！

杉浦（1年） 9 17 2 伊藤 0

6月9日 ふりふり発電実験 飯沼（4年） 6 19 1 味岡 0
6月30日 音を見てみよう 飯沼（4年） 6 19 1 伊藤 0
10月6日 さわったらこおる水実験 中野（3年） 6 21 1 三島 0
7月7日 Mｙ顕微鏡を作ろう 竹内(2年） 9 17 3 三島 4

11月17日
スーパーボールを作ろ
う

鈴木（3年） 8 27 1 伊藤 0

学生人数 335
児童人数 608

教職員ほか 120

合計 1063

松山小

春日井小

小野小

北城小

八幡小

松原小

東野小

勝川小

鳥居松小
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２．活動報告 

 土曜チャレンジ・アップ教室 2018 で提案した企画は 26種類である。全体目標として、「教

科横断的な学習づくりを目指して」を立て、2教科にわたる学習内容を考慮した企画の立案

を目指した。 

 

２－１．ちらし及び企画書 

（１）身近なモノの隠れた力！？ 

 

タイムスケジュール 

学生の

目標 

・楽しんで学んでもらう。 

・適切に説明を行う。 

児童の ・時間の意識をする。 
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目標 ・普段とは異なるモノの力について学ぶ。 

 

時間 学生の役割 【担当】 学生の活動 備品、その他 

９：３０ あいさつ 

【河合】 

・起立、礼、着席 学生に聞いてほしい内容 

・名前 

９：３０ 

～ 

９：３３ 

 

＜３＞ 

注意事項連絡 

【河合】 

・今日の活動をするうえで、守っ

てもらうべきことを連絡する。 

→子どもがしっかり聞く体制を取

れるようにし、理解したかを確認 

 

 

９：３３～ 

９：４０ 

＜７＞ 

社会・導入 

【三島】 

 

・３R があることの説明 

・リサイクルについての簡単な説

明 

・リサイクルについてクイズ 

＜問題１＞ 

リサイクルできるものはどれ？ 

A． ２ パソコン 

＜問題２＞ 

リサイクルされたものは何でしょう 

A． ３ 卵パック 

・児童の注目を集めさせて

から授業を始める 

 

９：４０～ 

9：５０ 

＜１０＞ 

社会・追究 

【森田】 

 

・リデュース、リユースの説明 

・３R の意味 

・皆にできることは？ 

→班ごとに２分くらい考えさせて、

発表してもらう 

・例を出す 

・タイマーの準備 

 

９：５０～ 

１０：２１ 

＜３１＞ 

製作 

【内山】  

・PBC カレンダーのつくり方の説

明 

画びょうの針が危険なため

注意喚起を行う 

１０：２１～ 

１０：２４ 

＜3＞ 

社会・まとめ 

【峪田】 

 

・３R とはどのようなものか 

・３R がなぜ大切か 

河合、大澤で休憩時のお茶

を配布する準備を行う。 

１０：２４～ 

１０：３４ 

 

＜１０＞ 

休憩 

【濱島】 

・休憩時の注意事項を伝える。 

・休憩終了の時間をしっかり伝え

る 

・春日井市からお茶が配布され

・時間の前後で、終了時間

が変わるため、指示をする。

（河合） 

・休憩時の役割 
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るため、班ごとに配る。 

・休憩時に問題が起きないよう

注意する。 

バットの準備（河合・大澤） 

廊下やトイレ（峪田） 

室内見守り（１年生） 

１０：３４～ 

１０：４２ 

＜８＞ 

理科・導入 

【大澤】 

・電子オルゴールについて説明 

→鳴らすためにはどうつないだら

いいか 

・どんな曲が流れたか 

・回路の途中で鍵をつないだら、

電子オルゴールは鳴るのかな 

・バットの準備をしておき、各

班の担当生徒に渡す 

 

１０：４２～ 

１０：５７ 

＜１５＞ 

理科・追究① 

【西村】 

・電池の実験をする 

電子オルゴールが鳴るのは、何

を間に入れた時か調べてもらう。 

 

１０：５７～ 

１１：０２ 

＜５＞ 

理科・追究② 

【萩野】 

・なぜ追究①の実験の結果とな

るのか説明 

→電気が流れるものと流れない

ものがある 

簡単にオルゴールの音が流

れる仕組みを説明する。 

１１：０２～ 

１１：０５ 

＜３＞ 

全体まとめ 

【河合】 

今回の活動で学んだことのまと

め 

主に電気のこと 

認定証の仕分け 

（大澤） 

 

１１：０５～ 

１１：１５ 

＜１０＞ 

感想記入 

【日下部】 

名札を回収し、認定証を配布す

る。 

認定証 

→時間の都合上長い時間

はとれない。 

１１：１５～ 

１１：１６ 

＜１＞ 

あいさつ【河合】 次回の企画の説明を行い、挨拶

をする。 

次回予告 

12：00 完全撤収 ・片付けがきちんと行われたか、

忘れ物が無いかを再度確認し、

担当の先生・なかよし教室の方

にご挨拶をする。 

→小学校を出るまで油断し

ない。 

→時間厳守。 

 

 

 

 

活動 1 
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活動 2 
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（２）音の宅急便 

 

 

タイムスケジュール 

学生の目標 楽しく明るく無事に終える 

児童の目標 音に興味をもつ 

 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

９：３０ 

（５分） 

あいさつ［志野］ 

導入[志野] 

・起立、礼、着席 

注意事項 
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９：３５ 

（１０

分） 

クイズ［渡辺・石田］ 電話・音につながるクイズ ホワイトボード 

ホワイトボードマーカー 

水の入ったグラス 

９：４５ 

（１５

分） 

説明１［渡辺・石田］ 音の正体がなんなのかの説明。 

音叉と水を使って振動を目に見

える形で行う。 

椅子をしまうよう指示。 

パソコンの周りは近づけな

い。 

おんさ・水の入った桶 

１０：００ 

（５分） 

材料確認［川瀨］ 過不足なく用意があるか児童とと

もに確認する。 

パットに用意したものを配布す

る。[各班の担当学生] 

ハサミは各班の先生が所持 

１０；０５ 

（５分） 

説明２[川瀨] 糸電話の作り方の説明 

 

演示を行う 

椅子をしまうよう指示 

１０：１０ 

（１０

分） 

作業１  児童へ声掛けを行う。 

 

ハサミ・針金を使用することが

あるため注意 

 

１０：２０ 

（１５

分） 

休憩［南部］ 注意事項の伝達 

時間を伝える 

椅子をしまうよう指示 

 

１０：３５ 

（２５

分） 

鑑賞［木村］ 糸によって変わる音や、糸電話を

たくさんつなげてもできることを説

明。 

 

交差の糸電話（志野） 

鑑賞は班ごとで行う。 

糸電話（二人一組） 

鑑賞シート配布[南部] 

１１：００ 

（１０

分） 

副実験 

まとめ[安井] 

エコーマイクを使って音の伝わり

方をさらに深く学ばせる。 

 

班に１つエコーマイク配布 

[石田] 

１１：１０ 

（１０

分） 

感想記入・認定書配付 

［安井］ 

児童に名札の裏に感想を書いて

もらい、認定証と交換する。 

認定証配布 

［渡辺］ 

11：２０ 次回予告 

あいさつ［志野］ 

見送り、片付け 

・班担当学生は児童を昇降口

へ案内する。確実に保護者に引

き渡す。 

・班の担当がない学生は片付け

する。 

 

12：00 完全撤収   
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活動 1 

 

 

活動 2 
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（３）オリジナル紙を作ろう 

 

 

タイムスケジュール 

学生の目標 ・積極的に児童とコミュニケーションをとること。 

・人前に立って話すことに慣れること。 

児童の目標 ・身近なリサイクルできるものを知り、生活で実践すること。 

 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

９：３０ あいさつ［中島］ ・起立、礼、着席  

９：３５ 導入［中島］ ・企画説明、注意事項  

９：４０ 材料確認［高橋］ ・過不足がないかの確認を児童と

ともに行う。 
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９：４３ 実験[石田][高橋] ・紙をめくってちぎる。 

・どの量で紙が作られるか知って

もらい、学生が作ってきたことを言

う。 

 

１０：００ 説明１[河田] ・飾りつけようの和紙を好きな形

に切ってもらう。 

・児童に何色の紙を作るか

聞き、紙の準備をする。(二

年) 

１０：０５ 作業１ ・児童へ声掛けを行う。 

〔大きくなりすぎないように指示も〕 

・班で一人ハサミを取りに来

る。 

・ハサミを使用することがある

ため注意 

１０：１５ 説明２[中村未][山次] ・やり方を伝える。 ・児童に紙の色を聞いて、学

生が紙一枚分用意する。 

１０：２０ 作業２ ・バットの上で牛乳パックを細かく

したものを型に流し込む。 

・和紙の飾りをつける。 

・新聞と雑巾で水気を抜く。 

できた人から、学生がドライヤー

で紙を固める。 

・水をこぼさないように気を

付ける。 

 

ドライヤー担当  [高橋][山

次][中村未] 

１０：３０ 休憩[中村優] ・注意事項の伝達 

・時間を伝える。 

・椅子をしまうよう指示 

１０：４０ クイズ[堀田][才] ・ホワイトボードを使ってリサイク

ルについての問題 

・答えだけではなく理由も聞

く。 

 

１１：００ 鑑賞[浅井] ・児童の作ったものを褒め、ほか

のこの作品を見るよう促す。 

・自分の作品のポイントと友達の

作品の良い所を書く。 

・作品に触らないように声か

ける。 

１１：１０ まとめ・感想記入・認定

書配付 

次回予告［中島］ 

・児童に名札の裏に感想を書いて

もらい、認定証と交換する。 

認定証分担 

［  浅井  ］ 

11：２０ あいさつ、見送り、片付

け 

・班担当学生は児童を昇降口

へ案内する。確実に保護者に引

き渡す。 

・お見送りがない学生は片付け
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する。 

12：00 完全撤収  ・班の一人が一階までお見

送り→送ったらすぐに戻

って片付けの手伝い。 

 

活動 1 

 

 

活動 2 
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（４）カラフル☆ぷにぷにビーズ 

 

 

タイムスケジュール 

学生の

目標 

適切に説明を行えるようになる。 

活動の雰囲気を知る。 

児童の

目標 

時間を意識する。 

薬品の取り扱いに留意する。 

 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

9：30 

｛5｝ 

あいさつ［］ ・起立、礼、着席（児童にやらせ

たい）。 

・注意事項。 

・来た順番にマステ×2 に名前

を書かせる。 
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※食べられないことをしっかり伝

える。 

9：35 

｛10｝ 

導入[] ・人工いくらについて（いつからあ

るのか、作られた理由等）。 

 

9：45 

｛5｝ 

理科・材料確認①

［］ 

・不足している材料などがないか

確認する。 

・バットの中身を確認する。 

・教卓の上に一人分の材料をト

レーに入れて置いておく。 

・班付き学生も児童と確認し合

う。 

9：50 

｛5｝ 

説明①［］ ・工程をわかりやすく伝える。 

・一人一色ということを伝える。 

・10cm くらいの高さから落とさせ

る。 

・色を混ぜない。 

※食べられないことをしっかり伝

えてください。 

・各班みんなで協力して作ろ

う。 

9：55 

｛15｝ 

制作①[各班] ・作り方のスライドは前で提示。 

・各薬品を混ぜた水を配る。 

・水性絵具を用意する。 

・各班、児童が色を混ぜないよ

うに指導する。 

・バイキング方式。 

・水性絵具は 6色から選ばせ

る。 

 

10：10 

｛10｝ 

理科・発展①[] ・ooho!(オーホー！)をプニらせ

る。 

・強く触らせないよう留意する。 

・配布した 6色以外の絵具を

使う。 

10：20 

｛5｝ 

休憩[] ・休憩時の注意事項を伝える。 

・休憩終了の時間をしっかり伝え

る 

 

・アルギンの回収と新しいアルギ

ンとプラコップ配布。（全体補助） 

・この時間にスポイトを新しくす

る。 

・水分補給、立ち入り禁止場所

の再確認、走り回らないなどの

注意事項の徹底。 

・時間が変わるかもしれないの

で注意。 

・休憩終わりの時間までしっか

りと伝える。 

 

10：25 

｛20｝ 

制作②[各班] ・蛍光色（3 色）を追加する。 

・仕上げ作業を行う。 

・①の繰り返し。 

・作り方の紙を各班に用意する。 

・新色の説明を各班ごとに行な

ってください。 
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・水のり、水は学生が入れる。（１

～３班は水のり、４～６班は水） 

・10 間作成。残り 10 分でのりと

水を学生が入れる。 

10：45 

｛5｝ 

家庭・導入②] ・薬品が身の回りに使われてい

ることを知る。 

・アルギン酸ナトリウム、乳酸カ

ルシウム 

・試験管以外回収（全体補助） 

10：50 

｛25｝ 

家庭・発展②[] 

アルギン酸の状態

による 

 

・食べ物ビンゴゲーム！（15 分） 

・今回、学んだことを活かした内

容にする。 

・身の回りに使われていることを

知る。 

・ブラックライトを当てて蛍光色

の人工いくらが光っているのを見

る。（10 分） 

・景品をある程度準備してお

く。（薬品の状態による） 

・食べ物の表を準備して、選べ

るようにする。 

・子どもたちにカードを引いても

らうようにする。 

※ブラックライトを直接見せな

いように注意。 

11：15 

｛5｝ 

感想記入[] ・名札を回収し、認定証を配布

する。 

・全体補助がビンゴの時間に

分けておく。 

11：20 

｛5｝ 

あいさつ[] ・次回の企画説明を行い、挨拶

をする。 

 

11：25 見送り、片付け[全

員] 

・班担当学生は児童を昇降口

へ案内する。確実に保護者に引

き渡す。 

・班の担当がない学生は片付け

する。 

・ゴミ、汚れがないようにきっち

りと片付けを行う。 

・現状復帰。 

 

12：00 完全撤収 ・片付けがきちんと行われたか、

忘れ物が無いかを再度確認し、

担当の先生・なかよし教室の方

に挨拶をする。 

・帰るぞ！！ 

・小学校を出るまで油断しな

い。 

・時間厳守。 
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活動 1 

 

 

活動 2 
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（５）ぼくの！わたしの！ランプシェード 

 

 

タイムスケジュール 

学生の目標 企画の進行の仕方を覚える。 

子供との接し方を学ぶ。 

児童の目標 光が何を通して、何を通さないのか学ぶことを通して、光の性質を知る。 

 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

９：３０ 

 

あいさつ［加藤］ 

 

・起立、礼、着席 

・注意事項を伝える 

 

９：３０ 導入［高野］ ・児童の注目を集める 

・ランプシェードとは？の説明 

試作品 
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・今回作るランプシェードの紹介 

９：３２ 説明①[平澤] ・和紙、カラーペーパー、セロハ

ンのちぎり方の説明 

・箱の線のとこまでちぎったもの

を入れることを伝える 

紙セット（和紙、カラーペ

ーパー、セロハン）、ちぎっ

た紙を入れる容器、余っ

た紙を入れる容器 

９：３５ 

8 分 

制作① ・全体補助はこの時間に水溶き

ボンドを作る 

紙セット、ちぎった紙を入

れる容器、余った紙を入

れる容器 

９：４５ 説明②[伊藤] ・和紙、カラーペーパー、セロハ

ンの貼り方の説明 

・ボンドを触る前に必ず手袋を着

用することを伝える 

・容器の内側には貼らないことを

伝える 

演示 

ちぎった紙、透明の型、水

に溶かしたボンド、手袋 

９：５０ 

１０分 

制作② ・ちぎった紙が散乱しないように

注意させる 

・ボンドはバットから出さないよう

に注意させる。 

名前を貼ったトレーに、作品を置

いてもらう。 

ちぎった紙、透明の型、水

に溶かしたボンド、手袋、

ウエットティッシュ 

１０：００ 休憩[林] ・走り回らせないようにする 

・立ち入り禁止場所には入らない

ように伝える。 

・水分をとってもらう 

・この時間に学生は制作で使っ

たものを回収する。 

ホワイトボード、貼る紙、候

補の紙を配る。 

１０：１０ 

 

クイズ[村上] ・班の担当の人は、時間内に意

見がまとまるよう、補助する 

・通す・通さないの予想を理由も

つけて発表する。 

・班の中で一人、代表で発表す

る 

ライト、黒い紙、セロハン、

和紙、カラーペーパー、ア

ルミホイル、コーラ、ＣＣレ

モン、サングラス、赤い下

敷き、緑の下敷き、重ね

たもの、わた、黒い袋、白

い袋 

候補決め 2分 

予想 1分 

予想発表 

実験説明[夫馬] 

実験・結果 5分 

結果発表[關谷] 

１０：４０ 実験の説明[關谷] 

鑑賞カード説明 

・全体補助は副実験で使用した

道具をトレーごと回収。 

・作品を返却、鑑賞カー

ド、鑑賞用箱配布 

１０：５０ 鑑賞説明[松下] ・鑑賞中はほかの人の作品を壊 ・ライト配布 
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鑑賞 さないように触らない。 

・鑑賞中は走ったり暴れたりしな

い 

感想交流 

１１：１０ まとめ [加藤] 

感想用紙記入 

認定証贈呈 

・名前の裏に感想の記入 

名札と鑑賞カードに認定証の配

布 

認定証整理[全体補助] 

１１：２０ 見送り、片付け ・班担当学生は児童を昇降口

へ案内する。確実に保護者に引

き渡す。 

・班の担当がない学生は片付け

する。 

 

１２：００ 完全撤収   

 

活動 1 

 

 

活動 2 
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（６）My顕微鏡で観察しよう！ 

 

 

タイムスケジュール 
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タイムスケジュー 

学生の目標 ・しっかりと前に出て元気よく笑顔で話せるようにしよう。 

・将来に生かせるようなスキルを身に着けよう。 

児童の目標 ・栄養素について理解して日常生活に生かせるようにする。 

・植物の仕組みついて理解する 

 

時間 学生の役割  

【担当】 

学生の活動 備品、その他 

９：３０ あいさつ 

【鈴木】 

・起立、礼、着席  

９：３０～ 

９：３３ 

＜３＞ 

注意事項連絡 

【鈴木】 

・どんな活動をするのかのちょ

っとした説明。 

・今日の活動をするうえで、守

ってもらうべきことを連絡する。 

→子どもがしっかり聞く体制を

取れるようにし、理解したかを

確認 

・明るくはっきりと 

 

９：３３～ 

９：４３ 

＜１０＞ 

家庭科・導入 

【竹内】 

・五大栄養素がどんなものか

思い出させる。 

・栄養素の働きを理解させる。 

 

９：４３～ 

９：５３ 

＜１０＞ 

家庭科・追究 

【大河内】 

食品がどの栄養素を持ってい

るか考えさせる。 

 

食品シート 

９：５３～ 

１０：１３ 

＜２０＞ 

家庭科・追究 

【松原】 

・ゲームで食品の栄養について

深めさせる。 

食品カード 

１０：１３～ 

１０：２３ 

＜１０＞ 

休憩 

【榛地】 

・休憩時の注意事項の説明 

・水分補給は必ず取るように指

示 

・何時何分までか指示 

 

タマネギの薄皮は

ぎ（柴田、水谷） 

１０：２３～ 

１０：３３ 

＜１０＞ 

 

理科・導入 

＜光合成＞ 

【市川・亀井】 

・植物の成長の復習 

→水・空気・温度・日光 

・中学校で光合成と言うものが

あることを紹介 

画用紙イラスト 

１０：３３～ 理科・追及 ・光学顕微鏡とペットボトル顕 ペットボトル顕微鏡
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１０：４３ 

＜１０＞ 

＜顕微鏡＞ 

【柴田】 

 

 

微鏡の違いを説明する を見せる 

１０：４３～ 

１１：０８ 

＜２５＞ 

理科・追及② 

＜制作・観察＞ 

【水谷】 

・顕微鏡作りの説明 

・作品を作る上でのアドバイス

等 

・観察のアドバイス等 

観察のとき太陽の

方に向けないよう注

意する 

１１：０８～ 

１１：１５ 

＜５＞ 

まとめ 

【榛地】 

・感想記入 

・認定証配布 

・あいさつ 

・帰宅時の注意点 

認定証と模型配布 

認定証を班に配る 

（鈴木、柴田） 

名札回収 

11：１５ 見送り、片付け ・班担当学生は児童を昇降口

へ案内する。確実に保護者に

引き渡す。 

・班の担当がない学生は片付

けする。 

 

 

12：00 完全撤収 ・片付けがきちんと行われた

か、忘れ物が無いかを再度確

認し、担当の先生・なかよし教

室の方にご挨拶をする。 
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活動 1 

 

（７）スケルトン葉っぱを作ろう 
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タイムスケジュール 

学生の目標 一人で複数人の児童を指導し、全員が理解できるように支援をする 

児童の目標 葉脈は葉の隅々にまで張り巡らされていることを知り、葉脈標本を上手に作ることが

できる 

 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

９：３０

～ 

 

あいさつ［若林］ ・起立、礼、着席 

・今日のルールについて紹介 

 

９：３０

～ 

９：３５ 

葉脈って何だろう［若

林］ 

・スケルトン葉っぱと葉脈について説

明 

・スケルトン葉っぱをしおりにすること

を紹介 

・提示用のしおり 

９：３５

～ 

９：５５ 

 

葉を煮込む実験［若

林］ 

・スケルトン葉っぱの作り方の説明 

・演示実験で葉っぱを煮る 

・演示実験は児童に安全めがねをつ

けさせ前に集める 

 

９：４５

～ 

９：５５ 

NaOHaq クイズ［若林］ ・クイズの前に缶詰ミカンの作り方を

動画で知る 

・NaOHaq についてのクイズを数問出

す 

・各班でホワイトボードに答えを書く 

・煮込んでいる葉の火に気を付ける 

・ 

９：５５

～ 

 

途中経過確認［若林］ 

 

 

 

 

 

・児童に安全メガネをかけさせ、前に

集める 

・水酸化ナトリウムで煮込んだ葉っぱ

を塩酸で中和させる 

・児童が前に集まっている間に他の

学生は水の貼ったバットを机に配置

する 

・西、中野は 

各班に水入りバット二

つ、タオル一枚、人数

分の歯ブラシを配布す

る 

１０：０５

～ 

葉肉の取り方について

［若林］ 

・煮込んだ葉の中和を行い葉肉の除

去方法を演示実験する 

・児童に葉肉を除去させる 

・演示実験は児童を前

に集める 

１０：２５

～ 

 

休憩［若林］ ・休憩の注意事項 

・三角コーナーに水を捨てる 

・ラミネーター設置 

・使用済みの水は水切

りネットを通して捨てる 

・ラミネーターの横にフ
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・材料を配布 ィルムを設置 

１０：４０

～ 

葉肉が溶ける理由［若

林］ 

  

１０：４５

～ 

スケルトン葉っぱの色

づけ［若林］ 

・葉っぱの下に新聞や雑紙を二枚以

上引いてから色を付けるように指示

する 

 

１０：５０

～ 

葉っぱのラミネート［若

林］ 

・色づけが終わった児童からラミネー

トさせる 

・ラミネートは必ず学生がする 

・ラミネート待ちの児童やラミネートし

終わった児童から名札に感想の記入

させる 

 

 

・インクを新聞で吸った

かを確認してからフィル

ムに挟む 

 

１１：２０

～ 

まとめ［若林］ ・最後の挨拶  

１１：３０ 見送り、片付け ・班担当学生は児童を昇降口へ案

内する。確実に保護者に引き渡す。 

・班の担当がない学生は片付けす

る。 

 

12：00 完全撤収   
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（８）ふりふり発電実験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイムスケジュール 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

９：３０ あいさつ 

注意事項の確認 

 

① 立ち入り禁止区域 

② 危険行為 

③ 体調不良になったら 

 

９：35 導入 

電気についての話 

・理科単元との関連を説

明 
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・明かりをつけるには何を

使うか 

 「懐中電灯→電池」 

「部屋の明かり→コンセン

ト」 

 →今回はそれらを使わ

ないことを伝える 

 

 

 

 

 

 

 

9：40 材料確認 班の学生は児童とともに不足し

ている材料などがないか確認

する 

 

 [バットの中身] 

 ・ストロー 

 ・エナメル線 

 ・定規 

 ・はさみ 4 個 

 ・ビニールテープ 2 個 

 

9：45 説明① 

コイルの作り方 

 

子どもを前に集め、担当者は

前に出て説明する 

 

・コイルとは何かについても説

明する（モーターなどの具体

例） 

・テープでとめたりする作業は

一人ではやりにくいので、二

人で協力してやるように指示

する 

・制作の時間が２０分であるこ

とを伝える（タイマー） 

 

その他の学生は静かにするよ

うに指導する 

 

9：55 作業 子どもの安全管理  

10：15 休憩 

 

休憩時の約束を確認する 

① 立ち入り禁止区域には入ら

ない  

②  あばれない 

・作業が遅れている子どもには

・休憩中にバットの中に 

 

 紙やすり 4 枚 

 LED（赤、緑各 4個） 

 ネオジウム磁石 （5 個×4
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そのまま作業を続けさせて良

い 

人分） 

 ぽんぽん（1 人 2 個×4 人

分） 

 

 を、追加する 

・ネオジウム磁石は各班の

学生が保管 

10：25 説明② 

なぜ電気が流れたのか

電磁誘導について説明 

子どもを前に集める 

 

 

10：35 説明③ 

ＬＥＤの取り付け方 

 ・制作時間が 2０分であること

を 

伝える（タイマー） 

・班の中で早く終わってしまっ

た子にはペンを用意しておき、

作品に絵を描かせたりする 

 

10：45 作業 子どもの安全管理  

11：05 感想とアンケート 作業が終わってひととおりあそ

びおわった子供には名札の後

ろに感想記入し、アンケートに

回答させる。それらと引き換え

に認定証を渡す 

認定証 

11：15 まとめとあいさつ   

11：２０ 見送り、片付け ・班担当学生は児童を昇降口

へ案内する。確実に保護者に

引き渡す。 

・班の担当がない学生は片付

けする。 

 

12：00 完全撤収   
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（９）音を見てみよう！ 

 

 

タイムスケジュール 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

９：３０ あいさつ   

９：35 導入 

① 『白黒模様が音を

つくる⁉』 

② 『音で火が消える⁉』 

児童を前に集め、演示実験を行

う 

① 初めは仕組みを見せずに、

どうなっているのか予想させ

 

 〔用意するもの〕 

 ・スピーカー 

 ・LED ライト 
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③ 本日の企画の説明 る。このとき根拠のない予想

にならないように助言をす

る。だいたい予想が出尽くし

たら代表者 1名に仕組みを

見せ、その後全員に見せ

る。 

② 数名の児童に体験させる。

火に注意する。 

③ 今回の音の見方についての

説明 

 

 

 

 

 

 

 

 ・導線 2本 

 ・単二電池 

 ・用紙を巻いたモーター付 

ペットボトル 

 ・ロウソク 

 ・ロウソク立て 

 ・ライター 

 ・筒 

 ・ついたて 

 

9:50 材料確認 

 

班の学生は不足している材料な

どがないか児童と共に確認する 

 

 〔バットの中身〕 

 ・ペットボトル 人数分 

 ・風船 人数分 

 ・はさみ 人数分 

 ・ストロー 人数分×2 

 ・ビニールテープ 3 個 

 

食塩はバットに入れず、学生

が所持 

9:55 説明 必ず静かになってから説明を開

始する。 

パワーポイントと実演で説明し、

注意点は明確にする。 

 

 ★注意点 

 ・はさみでストローを切るとき、

破片が飛ばないように下に向け

てゆっくり切る 
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 ・吹くときは酸欠にならないよう

に休みながら吹く 

 ・風船は引っ張りすぎると破け

てしまうので気をつける 

10:10 休憩 休憩時の約束を確認する 

 

① 走り回らない 

② 立ち入り禁止区域に入らな

い 

休憩時も児童から目を離さず安

全管理に努める 

 

10:20 作業 説明の通りに作業を進めさせ

る。 

児童の進度を見て導入で使用し

た２つを体験させ時間調節。 

作り終わった児童には食塩をわ

たす 

食塩 

11:00 感想とアンケート記入 名札の裏に感想、アンケート用

紙に記入が終わった児童に認

定証をわたす 

認定証 

11:15 まとめとあいさつ 

 

音は波であるということを抑える  

11：２０ 見送り、片付け ・班担当学生は児童を昇降口

へ案内する。確実に保護者に引

き渡す。 

・班の担当がない学生は片付け

する。 

 

12：00 完全撤収   
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（１０）さわったらこおる水実験 

 

タイムスケジュール 

学生の目標 明るく、楽しく、元気よく！！ 

緊張しすぎない。 

児童の目標 各水溶液の有用性に気づく。 

 

時間 児童の活動・概要 学生の活動・留意点 備品、その他 

９：３０ あいさつ［中野］ ・開始のあいさつ、諸連絡 以降すべて中野。 

９：３５ 理科①導入 ・さわったらこおる水の演示実験

を行う。 

☆飽和酢酸ナトリウム溶液、

大きめの瓶、ビニール手袋、
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酢酸ナトリウム 

→巨大化したものを行う。可

能であれば瓶を触らせ、反

応熱を感じさせる。 

９：４０ 理科①追及① ・各班に分かれ、さわったらこお

る水実験を行う。 

→触ったときに手などに異常が

見られた場合はすぐにやめさ

せ、手を洗わせる。 

☆飽和酢酸ナトリウム溶液、

シャーレ、酢酸ナトリウム 

→酢酸ナトリウムは食品

添加物で使用されている

ものもあり危険性は少な

い。 

９：４５ 理科①発展① ・食品添加物についてのクイズを

行う。（3 問程度の予定） 

☆ホワイトボード、ペン 

→学生は協力して行うように

促す 

９：５５ 理科①追及② ・さわったらこおる理由について

説明する。 

→ｐｐｔでの説明を行う 

☆ｐｐｔ（過冷却の概要） 

１０：０５ 理科①発展② ・過冷却の利用について説明す

る。 

→過冷却を利用したエコカイロ

などについて知るとともに、過冷

却の有用性に気づかせる。 

☆過冷却が行われている様

子の映像、エコカイロ（あると

よい。） 

１０：１０ 理科①まとめ ・過冷却についてのまとめを行

う。 

☆ｐｐｔ(過冷却のまとめ) 

１０：１５ 休憩 ・休憩時の注意事項を伝える。 

・休憩終了の時間をしっかり伝え

る 

→時間が変わるかもしれないの

で注意。 

 

→水分補給、立ち入り禁止

場所の再確認、走り回らな

いなどの注意事項の徹底。 

→休憩終わりの時間までし

っかりと伝える。 

１０：２５ 理科②導入 ・マロ―ブルーの色水実験を児

童に見せる。 

→児童を前に集める。 

マロ―ブルー溶液、クエン酸

溶液、重曹溶液、レモン汁、

ビーカー×３ 

１０：３０ 理科②追及① ・色の変化説明 

→酸・アルカリで反応しているこ

とを説明する。 

→どの液体で何色に変わるのか

☆ｐｐｔ（色水の説明） 
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紹介する。 

１０：３５ 理科②追及② ・マロ―ブルーの色水実験の説

明をする。 

→追及①の説明を聞いて黒板

に色水の変化表を作る。 

・色水実験を行う。 

☆マロ―ブルー入りペットボト

ル、卵パック、ピペット、クエ

ン酸溶液、重曹溶液、レモ

ン汁、 

１０：４５ 理科②追及③ ・マロ―ブル―の反応を利用して

オリジナルしおりを作成する。 

→変化表を各班に一枚ずつ配

る。 

→使う液体を変えるときは使う

綿棒を変えることを伝える。 

・しおりができた児童から後ろの

机でラミネートさせる。 

☆クエン酸溶液、重曹溶

液、レモン汁、綿棒、ラミネ

ートフィルム、マロ―ブルー

をしみこませたろ紙 

→時間を見て作成枚数を

決める。 

１１：００ 理科②まとめ ・マロ―ブルーについてのまとめ

を行う。 

・（時間があれば）インジゴカーミ

ンの交通信号反応を見せる。 

☆ｐｐｔ（マロ―ブルーのまと

め）、インジゴカーミンセット 

１１：１０ 感想記入 ・名札を回収し、認定証を配布

する。 

☆認定証 

→ 

１１：１５ あいさつ 次回の企画の説明を行い、挨拶

をする。 

 

１１：２０ 見送り、片付け［全員］ ・班担当学生は児童を昇降口

へ案内する。確実に保護者に引

き渡す。 

・班の担当がない学生は片付け

する。 

→ゴミ、汚れがないようにき

っちりと片付けを行う。 

→現状復帰 

 

１２：００ 完全撤収  →小学校を出るまで油断し

ない。 

→時間厳守。 
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活動 1 

（１１）どこまで見える？手作り望遠鏡！ 
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タイムスケジュール 

 

活動 1 
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（１２）色が変化するへんか？ 

 

 

タイムスケジュール 

学生の目標 ・大きな声で自信をもって話せるようになる。 

・周りをよく見て行動する。 

児童の目標 ・時間を意識する。 

・なぜ色が変わったのかを理解する。 

 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

9：30 あいさつ［松原］ ・起立、礼、着席  
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9：30 

{3} 

注意事項連絡[松原] ・どんな活動をするのかのちょっと

した説明。 

・活動をするうえで、守ってもらう

べきことを連絡。 

 

9：33 

{25} 

図工・導入、発展 

［榛地、市川］ 

・絵の具を使って指定された色を作

る。 

 

絵の具（赤、青、

黄、緑）、筆、画用

紙、プラカップ（水

の入った） 

9：58 

{15} 

理科・導入［鈴木、大

河内］ 

・ＢＴＢ液、リトマス紙、フェノー

ルフタレインの色の変化について

説明、演示 

酸、塩基の薬品を

使うので充分注意

する。 

10：13 

{7} 

休憩［中島］ ・休憩時の注意事項の説明。 

・何時何分まで休憩なのか指示。 

立ち入り禁止場所

の再確認、走り回

らない、暴れない

などの注意事項の

徹底。 

10：20 

{15} 

理科・発展①［亀井］ ・信号反応の説明、演示。 ・ペットボトルか

ら液体がこぼれな

いよう注意する。 

・ペットボトルの

キャップは決して

開けない。 

10：35 

{10} 

材料確認、色塗り・花

制作の説明［松原］ 

・不足している材料などがないか確

認する。 

・色塗り・花制作の説明を簡単にす

る。 

 

10：45 

{25} 

制作[各班] （花制作） 

・作り方があっているか注意する。 

 

 

11：10 

{5} 

理科・発展②［水谷］ ・色が変化した説明をわかりやすく

する。 

 

11：15 

{5} 

感想記入、あいさつ［松

原］ 

・名札を回収し、認定証を配布する。 

・帰宅時の注意事項 

・あいさつ 

認定証はこの時ま

で見せないように

する。 

11：20 見送り、片付け［全員］ ・班担当学生は児童を昇降口へ案内

する。確実に保護者に引き渡す。 

・ごみ、汚れがな

いようにきっちり
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・班の担当がない学生は片づけをす

る。 

と片づけを行う。 

・戸締り確認！ 

・現状復帰。 

12：00 全員撤収 ・片づけがきちんと行われたか、忘

れ物がないかを再度確認し、担当の

先生・なかよし教室の方にあいさつ

をする。 

・帰るぞ！！！ 

・小学校を出るま

で油断しない。 

・時間厳守。 

 

活動 1 
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（１３）1円と 10円を分けるおもちゃを作ろう 

 

 

タイムスケジュール 

学生の

目標 

1年生の考えた企画なので企画を最後までしっかりやり通す

こと！また、前回の反省をしっかり生かして活動する。 

児童の

目標 

身近にあるお金についての知識を深める。 

電磁誘導について少しでも学んでもらう。 

 

時間 学生の役割 【担

当】 

学生の活動 備品、その他 

９：３０ あいさつ 

【松下】 

・起立、礼、着席  
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９：３０～ 

９：３３ 

＜３＞ 

注意事項連絡 

【加藤】 

・今日の活動をするうえで、守って

もらうべきことを連絡する。 

→子どもがしっかり聞く体制を取れ

るようにし、理解したかを確認 

 

 

９：３３～ 

９：４０ 

社会・導入 

【伊藤】 

まず、昔のお金などの紹介 

クイズなどでもいい 

お金の歴史 

・児童の注目を集めさせ

てから授業を始める 

 

＜７＞  

 

現在のお金の性質 

 

全体補助が製作の準備

をしておく 

９：４０～ 

１０：１０ 

＜３０＞ 

製作① 

【夫馬】  

・制作物の作り方説明 

（段ボールを切る→お金が滑りや

すくなるようテープを張る→下敷き

に段ボールを貼る→下敷きの下

側の切った面にマステを張る） 

段ボールの板に紙コップくっつける 

ハサミを使用するのでけ

がなどの注意をする 

製作の進行は、各班の

進行状況を見て班つき

学生が進めていく。 

１０：１０～ 

１０：１２ 

＜２＞ 

回収 作り終わった作品の型を回収 

→乾かす 

 

１０：１２～ 

１０：２２ 

＜１０＞ 

休憩 

【星野】 

・休憩時の注意事項を伝える。 

・休憩終了の時間をしっかり伝え

る。 

・休憩時に問題が起きないように

注意する。 

休憩時の役割 

副実験の準備（松下、

加藤、村上） 

廊下、トイレ（星野） 

室内見回り（夫馬、伊

藤、 

平澤） 

１０：２２～ 

１０：５２ 

＜３０＞ 

製作② 

【平澤】 

作品、紙コップにデコレーションをし

てもらう 

（折り紙の型抜き、マジックペン） 

回収した作品、紙コップ

を児童に渡す。 

１０：５２～ 

１１：１２ 

＜２０＞ 

制作物の仕組み

の説明 

【松下】 

１円と１０円がどうしてわかれるの

かをしっかりと分かりやすく説明す

る 

 

１１：１２～ 

１１：１７ 

＜５＞ 

作品を使ってみる 

【村上】 

実際に作品を使ってみる スタンド、磁石配布 

完成したら１円１０円配

布 

お金の取り扱い注意 

１１：１７～ 感想記入 名札を回収し、認定証を配布す 認定証 
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１１：２７ 

＜１０＞ 

【星野】 る。  

１１：２７～ 

１１：２８ 

＜１＞ 

あいさつ【松下】 次回の企画の説明を行い、挨拶

をする。 

次回予告 

１１：２８～ 児童の見送り あまり時間をかけすぎない 

終わり次第後片付け 

 

１２：００ 完全撤収 ・片付けがきちんと行われたか、忘

れ物が無いかを再度確認し、担当

の先生・なかよし教室の方にご挨

拶をする。 

→小学校を出るまで油

断しない。 

→時間厳守。 

 

活動 1 
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（１４）色が変わる・マジックペーパー 

 

タイムスケジュール 

学生の目標 酸とアルカリについてわかりやすく説明し、積極的に児童の橋渡

しをする。 

児童の目標 酸とアルカリの性質を知り、生活の中でどのような役割を果たし

ているのかを理解する。 

 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

９：３０ 

（ ５ ） 

あいさつ 

導入[高橋] 

起立、礼、着席 

注意事項 

 



45 

 

９：３５ 

（ １５ ） 

説明１［高橋］ 酸とアルカリの身近なこと・ものに

ついての関係を説明する 

 

９：50 

（ 10 ） 

クイズ１［才、小関］ 洗濯や掃除で酸性、アルカリ性

がどのように使われているかクイ

ズを出す 

次の作業の材料配布 [高橋、

浅井] 

１０：００ 

（ 5 ） 

説明２ 

材料確認［中村］ 

 

洗剤の違いによる汚れの落ち方に

ついて理解してもらう 

 

演示する 

(アルカリ性洗剤で髪の毛を溶か

す) 

予備は各班の先生が持っておく 

１０：０５ 

( １５ ) 

作業 1[中村] 児童へ声かけを行う 水と洗剤を使用するので注意する 

(ゴム手袋とゴーグル着用) 

１０：20 

（ １０ ） 

休憩［小関］ 注意事項の伝達 

時間を伝える 

椅子をしまうよう指示 

 

１０：３０ 

（ １０ ） 

クイズ２［河田、竹

内］ 

酸性、アルカリ性による色の変化

についてクイズを出す 

次の作業の材料配布 ［中村、浅

井］ 

１０：４０ 

（ ５ ） 

説明２[石田]  

 

ブドウジュースをしみこませた紙に

絵を描くことを説明する 

作業時間を伝える 

 

１０：４５ 

( １５ ) 

作業 2[石田] 児童に声かけを行う 液体を使用するためこぼさないよ

うに注意する 

１１：００ 

（ １０ ） 

まとめ・感想記入・認

定書配付［竹内］ 

児童に名札の裏に感想を書いて

もらい、認定証と交換する 

 

認定証分担 

［浅井］ 

１１：１５ 

 

次回予告、あいさつ

［高橋］ 

  

11：２０ 見送り、片付け 班担当学生は児童を昇降口へ

案内する。確実に保護者に引き

渡す 

班の担当がない学生は片付け

する 

１，２班から順番に退出させる 

１２：00 完全撤収   
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活動 1 

 

 

（１５）ペットボトルにたつまきが出現！？ 
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タイムスケジュール 

学生の

目標 

・児童と積極的にコミュニケーションをとり、楽しく充実した授業にする。 

・児童が理解しやすいような工夫する。 

児童の

目標 

・班員と積極的に話し合い、協力をする。 

・身の回りで災害が起きたとき、自分達にできることを考える。 

 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

９：３０ 

｛５｝ 

あいさつ・注意事項 

［北野谷］ 

・起立、礼、着席 

・注意事項を伝える 

・開始までにトレー①を配

置。 

・開始までにペットボトルに水

を入れておく。 

＜トレー①＞ 

・ペットボトル ・洗剤 

・スポイト ・セロハン、折り紙 

・カラーテープ ・はさみ 

・油性色ペン 

・紙コップ（洗剤用） 

 

・何を作るのかの説明。 

９：３５ 

｛１０｝ 

理科導入 

［中村］ 

・たつまきができる仕組み、台風

との違いを説明。 

・雲の写真をいくつか見せて、ど

の雲で竜巻は起こりやすいの

か、というクイズを出す。 

・ホワイトボードを使用。 

・ホワイトボードを机の上に準

備。 

・タイマー準備。 

９：４５ 

｛１０｝ 

材料確認・作り方説明

① 

［梶川］ 

・不足している材料がないか確

認する。 

・トレー①の中身を確認する。 

・工程をわかりやすく伝える。 

・教卓の上に材料確認に必

要なものをトレーで置いてお

く。 

９：５５ 

｛１５｝ 

制作① 

 

・作り方をスライドで前に掲示。 

 

・作り方の紙を各班に１枚ず

つ配置。 

１０：１０ 

｛５｝ 

 

休憩 

［河合］ 

・休憩時の注意事項・休憩時間

を伝える。 

・水分補給を促す。 

・トレー②を配置。 

＜トレー②＞ 

・紙コップ ・輪ゴム 

・おもり ・つまようじ 

・セロハンテープ 
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・カラーテープ 

・油性色ペン ・ヘアピン 

・はさみ 

１０：１５ 

｛５｝ 

理科追求 

［野村］ 

・おどる紙コップで起こっている

力の仕組み説明。 

・おどる紙コップとは何か？ 

・ペットボトルたつまきの力の仕

組みと比較しながら説明。 

・見本を用意。 

１０：２０ 

｛１０｝ 

材料確認・作り方説明

② 

［余吾］ 

・不足している材料がないか確

認する。 

・トレー②の中身を確認する。 

・工程をわかりやすく伝える。 

・教卓の上に材料確認に必

要なものをトレーで置いてお

く。 

 

 

１０：３０ 

｛２０｝ 

制作② 

 

・作り方をスライドで前に掲示。 ・作り方の紙を各班に１枚ず

つ配置。 

１０：５０ 

｛１０｝ 

社会導入 

［岡本］ 

・たつまき・台風に関するクイズ。 

・ホワイトボードを使用。 

・クイズでポイント形式 

・始める前に制作物を机の

下に置いておくように指示を

する。 

・ホワイトボードを机の上に準

備。 

・タイマー準備。 

１１：００ 

｛１５｝ 

社会追求 

［杉浦］ 

・どうすればいいの？ゲーム 

・災害が起きる前、起きたときに

どのように行動すれば身を守る

ことが出来るのかを知る。 

・ホワイトボードを使用。 

・クイズでポイント形式。 

・ホワイトボードを机の上に準

備。 

タイマー準備。 

１１：１５ 

｛５｝ 

感想記入 

［河合］ 

・名札を回収 

・認定証配布 

・認定証を全体補助が各班

に配布。 

１１：２０ 

｛５｝ 

あいさつ 

［北野谷］ 

・帰宅時の注意 

・終わりのあいさつ 

 

１１：２５ 見送り、片付け ・班担当学生は児童を昇降口

へ案内する。確実に保護者に引

き渡す。 

・班の担当がない学生は片付け

する。 

・必ず班ごとに移動する。 
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１２：００ 完全撤収 ・片付けがきちんと行われたか、

忘れ物が無いかを再度確認し、

担当の先生・なかよし教室の方

に挨拶をする。 

 

 

活動 1 
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（１６）小さな力持ち！？の秘密を解明しよう！ 

 

 

タイムスケジュール 

    

９：３５ 

材料確認 ・バットの中身を確認する 教卓の上に一人分の材料を

トレーに入れておく。 

→確認時にないものがあれ

ば中野が随時補充する。 

９：４０ 理科・導 ・何個の紙コップがあれば人間

の体重を支えられるのか予想

し、実践する。 

紙コップ20個、透明なアクリ

ル板 

→乗るときは安全に注意し
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て乗る。 

→潰れる個数もある 

９：５０ 理科・追及、考察① ・紙コップ１個でどれほどの重さ

を支えられるのかを計算させる。 

黒板、チョーク、ホワイトボー

ド 

→班ごとに計算式を立てさ

せ発表させる。 

１０：０５ 理科・追及、考察② ・卵の上に乗る。 卵６個、透明なアクリル板、

スチロールレンガ 

→誰かの手を取って安全に

乗る。 

１０：１０ 理科・まとめ ・まとめとして圧力が生活にどの

ように活用されているのか確認

させる。 

スキー板、気泡緩衝材 

→実物を見て納得させる。 

１０：１５ 休憩 ・休憩時の注意事項を伝える。 →水分補給、立ち入り禁止

場所の再確認、走り回らな

いなどの注意事項の徹底。 

１０：２５ 算数・導入 ・身の回りの物にどのような図

形、立体が含まれているか確認

する。 

→休憩以降の時間がずれる

かもしれないので注意 

空き缶、お菓子の空き箱、

サイコロ 

→写真などを写してそこから

図形を発見させる 

１０：３５ 算数・追及、考察① ・導入で発見した図形、立体か

ら特に角柱についての理解を深

めさせる。 

 

１０：４５ 算数・追及、考察② ・牛乳パックの短冊を使って立

体を作らせ、確認する。 

牛乳パックを切ったもの 

→次の活動につなげるため

牛乳パックを三角形に折っ

て使う。 

１０：５５ 算数・まとめ ・これから椅子を作るために六

角柱の作り方を確認する 

牛乳パックを切ったもの 

→六角形の作り方を説明す

る。わかりやすく。 

１１：００ 制作 椅子の作り方を説明する。 ホッチキス、牛乳パック、ク

ラフトテープ、プラダン 

→工程を細かく分けて行う。 

１１：２０ 感想記入 名札を回収し、認定証を配布す 認定証 
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る。 →時間の都合上長い時間

はとれない。 

１１：２５ あいさつ 次回の企画の説明を行い、挨拶

をする。 

大きい六角柱 

→大きい六角柱を展開する

と次回予告が出てくる。 

11：３０ 見送り、片付け［全員］ ・班担当学生は児童を昇降口

へ案内する。確実に保護者に引

き渡す。 

・班の担当がない学生は片付け

する。 

→ゴミ、汚れがないようにき

っちりと片付けを行う。 

→現状復帰 

 

12：00 完全撤収  →小学校を出るまで油断し

ない。 

→時間厳守。 

 

活動 1 
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（１７）マジックのタネを考えて作るまほうのボトル 

 

 

タイムスケジュール 
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タイムスケジュール 
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活動 1 

 

（１８）スーパーボールを作ろう 
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タイムスケジュール 

学生の

目標 

自分の役割周りに気を配る。 

跳ねる原理について理解させる。 

児童と先生の立場を考えながら接する。 

児童の

目標 

跳ねる原理について知る。 

鑑賞することで友達作品の良さに気付く。 

楽しくスーパーボールを作る。 

 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

９：３０～ 

９：３５ 

あいさつ ・起立、礼、着席  

 導入 ・実際に作ったスーパーボールを

紹介し、興味を持ってもらう。 

★自作のスーパーボ

ール 

9：35～ 

9：40 

スーパーボールが跳

ねる理由 

なぜ跳ねるのか説明する。 

・弾性力によることだと説明する。 

・わかりやすく、興味を持ってもらう

ために簡単な劇を行う。 

★パワーポイント 

9：40～ 

9：45 

材料確認 １．児童のそばへ行き不足している

材料などがないか確認する。 

２．足りない材料があれば各班の

学生が取りに行く。 

教卓の上に一人分の

材料をトレーに入れ

ておいてく。 

 

★PVA選択のり・食

塩の入ったペットボ

トル・わりばし・キッ

チンペーパー・手

袋・絵具・持ち帰り

用の袋・のりの入っ

たコップ、ホウ砂の

コップスポイト、水

槽、星のコップ、線

の入ったコップ 

9：45～ 

9：50 

説明① パワーポイントを使って作り方の説

明を行う。 

 

１． PVA 洗濯のりをプラスチック

製コップに青の線まで取る。 

★パワーポイント（写

真で説明するため。） 
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２． 好きな絵具を入れる 

３． 星のコップに食塩水を線まで

入れて１と混ぜる。 

４． 割り箸でかるくかき混ぜる。 

５． 魔法の水を混ぜながら、５～

６回スポイトでいれる。ゼリ

ー状になるまで行う 

６．１～５までの作業を、色を変

えてもう一度行う。 

７．２つの色を合体させ固める。 

9： 50～ 

10：10 

作成 

 

・説明であった気を付ける点に注

意させながら作業をさせる。 

 

＊使わないものはトレーに入れさせ

る。 

★ラミネート 

10：10～ 

10：25 

クイズ大会 ・なぜできるかの説明をクイズを通

して行う。 

・各班担当者が行う。 

・クイズの答え合わせでスライムを

作る。 

★クリアファイル 

10：25～ 

10：30 

演示実験 児童を前に集め、スーパーボール

の性質を利用したストローロケットの

実験を演示する。 

１． スーパーボールに竹串を刺

す。 

２． 竹串にストローをかぶせる。 

３． スーパーボールを手で持ち、

真上から落とす。 

 

・学生は、班の机の上を片付ける。 

★スーパーボール

（大、小）・ストロー・竹

串・ゴーグル 

10：30～ 

10：45 

休憩 ・休憩の注意事項を説明する。 

・WC の手洗いで児童の手を洗わ

せ、給水させる。 

★パワーポイント 

10：45～ 

11：05 

鑑賞 

名前と理由の時間 

タイマー５分 

・児童に、スーパーボールの名前

付けなど紹介文を作成させる。 

・できたスーパーボールを鑑賞す

★感想用紙 
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鑑賞 

タイマー10 分 

（各２分） 

る。 

・椅子をしまわせる。 

・10分が終わったところでスーパー

ボールを袋にしまうよう指示す

る。 

11：05～ 

11：20 

まとめ・感想用紙の

記入・認定証配布 

１． 今日一日の感想を児童に聞

く。 

２． 名札の裏に今日の感想を書い

てもらう。 

３． 感想を書いた名札を学生に渡

し認定証をもらうように指示す

る。 

★認定証 

 

11：２０ 見送り、片付け ・班担当学生は児童を昇降口へ

案内する。確実に保護者に引き

渡す。 

・班の担当がない学生は片付けす

る。 

 

12：00 完全撤収   
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（１９）ビリビリ 10 万ボルト！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイムスケジュール 

 

 

 

 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

9：30 

（5 分） 

あいさつ、導入［河田］ 起立、礼、着席 

注意事項 

 

9：40 

（10分） 

説明１［浅井］ 静電気の性質、生活の中でどのよ

うに使用されているのか説明 

プラスの電荷とマイナスの電

荷について簡単に説明 

学生の目標 広い視野を持ち、前回の反省を活かせるような活動を行うとともに、児

童間の橋渡しや児童が理解しやすいような解説を行うものとする。 

児童の目標 友達と協力してバンデグラフの製作を行い、活動を通して静電気につい

て理解を深める。 
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バンデグラフの仕組みの説明 

9：50 

（5 分） 

材料確認［峪田］ 過不足がないか児童と確認 予備は各担当の先生が所

持 

9：55 

（25分） 

作業１［才］ バンデグラフの作成の手順説明 

バンデグラフの飾り付け 

児童への注意喚起 

バンデグラフが使えるのか確認 

隣の席の児童と協力して完

成させる 

 

10:20 

（10分） 

休憩［堀田］ 注意事項の伝達 

時間を伝える。 

椅子をしまうよう指示 

１0：30 

（5 分） 

材料確認 

説明２［高橋］ 

過不足がないか児童と確認 

電気クラゲ作成の手順説明 

 

１0:35 

（10分） 

作業２［高橋］ 児童への注意喚起 児童への声かけを行う 

１0：45 

（15分） 

鑑賞［中村］ 作成した電気クラゲを使い静電気

の体験をする 

プラスとマイナスが反発すると

いうことを理解させる 

11:00 

（10分） 

クイズ［石田］ 静電気が生活の中でどのように関

係しているのかクイズ 

ホワイトボード、マーカー 

１１：10 

（10分） 

まとめ・感想記入・認定

書配付 

［關谷］ 

児童に名札の裏に感想を書いて

もらい、認定証、バンデグラフと交

換する。 

認定証分担［河田］ 

11：20 

 

次回予告、あいさつ 

［河田］ 

見送り、片付け 

班担当学生は児童を昇降口へ

案内する。確実に保護者に引き

渡す。 

班の担当がない学生は片付け

する。 

１班から順番に退出させる 

12：00 完全撤収   

活動 1 
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（２０）手洗いが楽しくなる石けんスクイーズ！ 

 

 

タイムスケジュール 

 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

9:30 

~9:33 

あいさつ  〔伊藤〕 ・起立、礼、着席 

・注意事項 

 

9:33 

~9:36 

導入    〔松下〕 ・児童の注目を集める 

・スクイーズとは？ 

 

9:36 

 ~9:43 

表面張力の説明〔平澤〕 

 

・簡単に表面張力を説明 

・身近な表面張力 

・説明中に実験 1の準備 

水 
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9:43 

~10:00 

実験 1（コップのやつ）

〔安井〕 

・二人一組で表面張力を

使ったおはじき入れゲー

ム 

・実験の説明  

・二人一組で表面張力を見ても

らう 

・ゲームの補助および審判 

紙コップ、おはじき 

バット 

 

 

 

10:00 

~10:10- 

休憩    〔渡辺〕 ・休み時間の注意事項 見守り、制作の準備 

10:10 

~10:15 

制作の説明 〔山次〕 

制作 

・材料説明、作り方 注意事項

（手袋、洗剤の量、混ぜ方など） 

完成品 

スプーン 

10:15 

~10:35 

制作     ・各グループの担当 

・スプーンでかき出す 

・補助 

片栗粉、ボディーソープ、食用

油、食紅、容器、手袋、割り箸 

10:35 

~10:50 

実験２（アメンボ） 

〔夫馬〕 

・アメンボを浮かせる 

・洗剤付き割り箸を水に浸す 

・実験の説明 

・洗剤で表面張力がなくなるこ

とを見てもらう 

針金アメンボ、コショウ、紙皿、

水、洗剤。 

 

 

10:50 

~11:00 

実験 2、3の理由説明 

   〔夫馬〕 

・なぜこうなったかの解説 

・洗剤が汚れを落とす仕組み 

 

 

11:00 まとめ   〔伊藤〕 ・名前の裏に感想記入 

・認定書を渡す 

 

11:20 見送り、片付け 

 

・班担当学生が昇降口まで送る 

・送迎後、担当者以外は片付け 

 

12:00   完全撤収   

 

活動 1 
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（２１）昔を知ろう！作ってみよう！ 

 

 

タイムスケジュール 

学生の

目標 

・しっかりと前に出て、元気よく笑顔で話せるようにしよう。 

・子どもたちとのコミュニケーションを積極的に取ろう。 

児童の

目標 

・昔と今で異なる使われ方をしている言葉や道具について学ぶ。 

・昔の生活に関心を持つ。 

 

時間 学生の役割  

【担当】 

学生の活動 備品、その他 
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９：３０～ 

９：３５ 

＜５＞ 

あいさつ・ 

注意事項連絡 

【杉浦】 

・起立、礼、着席 

・今日の活動をするうえで、守っても

らうべきことを連絡する。 

→子どもがしっかりと聞く体勢を取れ

るようにし、理解したかを確認。 

・明るくはっきりと 

・どのような活動をするのか、何

を作るのかについて説明。 

９：３５～ 

９：４５ 

＜１０＞ 

国語・導入 

【岡本】 

・昔と今で意味の違う言葉があること

を説明。 

→例を挙げ、意味が変わった経緯

（時代やきっかけ）も説明。 

 

９：４５～ 

９：５５ 

＜１０＞ 

国語・追究 

【余吾】 

・クイズを通して異なる意味を持つ言

葉の理解を深める。 

 

・ホワイトボードは机の下に準備し

ておく。 

９：５５～ 

１０：０５ 

＜１０＞ 

休憩 

【鈴木】 

・休憩時の注意事項の説明 

・水分補給は必ず取るように指示 

・何時何分までか指示 

・休憩の間に型、糸、金具をバッ

トに人数分分けておく。 

１０：０５～ 

１０：２０ 

＜１５＞ 

社会・導入 

【北野谷】 

・今と昔で用途が異なる道具（組紐に

も触れる）について紹介。 

・風呂敷を使って様々な包み方を体

験して学ぶ。 

 

・風呂敷、ボール、本、ペットボト

ルを準備しておく。 

１０：２０～ 

１０：２５ 

＜５＞ 

社会・追求 

【中島】 

・不足している材料がないか確認す

る。 

・教卓の上に一人分の材料をバ

ットに入れて置いておく。 

１０：２５～ 

１１：００ 

＜３５＞ 

社会・追求① 

【野村】 

・組紐の作り方をわかりやすく説明す

る。 

・組紐作成 

・組紐の作り方の書かれた説明

書を各テーブルに１枚ずつ配

布。 

１１：００～ 

１１：１０ 

＜１０＞ 

社会・追求② 

【中島】 

 

・風呂敷のストラップの作り方を分かり

やすく説明する。 

・風呂敷のストラップの作成 

・風呂敷のストラップの作り方が

書かれた紙を各テーブルに１枚

ずつ配布する。 

１１：１０～ 

１１：１５ 

＜５＞ 

まとめ 

【鈴木】 

 

・感想記入 

・認定証配布 

 

・認定証を各班に配る 

・名札を回収する 

１１:１５～ 

１１：２０ 

あいさつ 

【杉浦】 

・あいさつ 

・帰宅時の注意点を伝える。 

 

11：20 見送り、片付け 

 

・班担当学生は児童を昇降口へ案

内する。確実に保護者に引き渡す。 
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・班の担当がない学生は片付けす

る。 

12：00 完全撤収 ・片付けがきちんと行われたか、忘れ

物が無いかを再度確認し、担当の

先生・なかよし教室の方にご挨拶を

する。 

 

活動 1 
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（２２）世界の見方をかえてみよう！ 

 

 

タイムスケジュール 

学生の

目標 

その場に応じた時間調整を行う力を身に着ける。 

児童との接し方を学ぶ。 

児童の

目標 

実験や制作を通じて、鏡の性質を学ぶ。 

鏡の社会的役割を学ぶ。 

 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

９：３０ 

 

あいさつ[萩野]    

 

・起立、礼、着席 

・注意事項を伝える 

下敷き、アルミテープ、ビー

玉が入ったトレイ 
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９：３０ 導入[濱島]   (２分) ・児童の注目を集める 

・万華鏡の説明 

・今回制作する万華鏡の紹介 

試作品 

９：３２ 説明①[加藤] 

 (３～５分) 

・組み立て方を説明 (拡大紙)  

９：３５ 制作①      (１０分) ・学生は児童の補助  

９：４５ 説明②[三島]  (３分) ・ビー玉のつけ方、グルーガンの

使用上の注意点を説明 

説明中に全体補助がグル

ーガン・画用紙を各班に配

布 

９：４８ 制作②    (１５分) ・グルーガンを使っている児童か

ら、目を離さない 

 

１０：０３ 説明③[西村]  

  (２分) 

・飾りつけについて説明 

・作り終わったものをトレイに入れ

てもらうよう説明 

シール、マステ、色ペンが入

ったトレイと交換(全体補助) 

１０：０５ 制作③     (２０分) ・ゴミや余ったものを回収 マステの管理(奪い合い) 

１０：２５ 休憩[村上] 

    (１０分) 

・走り回らせないようにする 

・立ち入り禁止場所の説明 

・水分補給を促す 

・制作物をしまうよう指示 

・学生は次の実験の準備を始め

る 

・実験道具と用紙の準備   

(トレイ)を全体補助が用意 

・トイレの見張り 

・休憩終了後の廊下の確認

(児童に教室に入るよう指

示) 

１０：３５ 副実験導入[森田] 

(１０分) 

児童の意見を聞く(身近な鏡)  

予想      (３～５分) 班で話し合う。学生は時間を気

にしながら、児童に考えてもら

う。 

 

予想発表[星野]  

(３～５分) 

鏡の取り扱いについての注意  

実験・結果(２分) 児童の前で正解を確認  

１１：０５ 実験の解説［日下部］ 

(５～８分) 

・反射について説明 

 

 

１１：１０ まとめ[萩野] 

感想用紙記入 

認定証贈呈 

・名前の裏に感想の記入 

・名札と認定証を交換 

・全体補助は副実験で使用

した道具をトレイごと回収し、

認定証を班付き学生へ渡

す。 

１１：２０ 見送り 片付け ・班担当学生は児童を昇降口 見送りは班付き学生３人程
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へ案内する。確実に保護者に引

き渡す 

・班の担当がない学生は片付け

をする 

度が行う。残りの人は片づ

け。 

１２：００ 完全撤収   

 

活動 1 
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（２３）クリスマスコースター 
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タイムスケジュール 
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活動 1 

 

（２４）静電気マジック！ 
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タイムスケジュール 
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活動 1 

 

（２５）ほかほか熱をつくろう！ 
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タイムスケジュール 

学生の目標 自分の役割、周りに気を配り、臨機応変に対応する。 

児童と先生の立場を考えながら接する。 

児童の目標 鑑賞することで友達の作品の良さに気づく。 

 

時間 子どもの活動 学生の活動 備品、その他 

9：30 あいさつ［大河内］ ・起立、礼、着席、約束  

9：35 家庭科［松原］ 冬の暮らしの工夫 PPT 

9：45 理科１ [水谷] 酸化反応 PPT 

9：55 制作の説明[榛地] 鉄カイロ PPT 

10：00 制作開始 鉄カイロ作り 

＊火傷注意 

＊なるべく空気に触れさせない 

＊各班に一つ 

 

10：10 休憩[河合]   

10：15 理科[亀井] なぜ小豆が温かくなるのか  

10：22 お豆の比較[市川・梶

川] 

様々な豆を温めて、最終的に小豆が

一番適していることを確認する 

大豆，とうもろこ

し，コーヒー豆，

小豆 

10：47 制作の説明[榛地] 小豆カイロ  

10：55 制作 小豆カイロ 

・児童全員 

・火傷注意 

電子レンジ 

11：05 まとめ[大河内] 

 

・今日一日の感想を児童に聞く。 

・名札の裏に今日の感想を書いても

らう。(5 分) 

・認定証を渡す 

・帰り方の説明 

・次回予告 

・起立、礼 

 

11：15 

 

見送り、片付け 

 

・班担当学生は児童を昇降口へ案内

する。確実に保護者に引き渡す。 

→児童を保護者に引き渡すまで対

応する。 
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・班の担当がない学生は片付け、清

掃をする。 

・忘れ物がないか確認する。 

・施錠をする。 

12：00 完全撤収 片付けがしっかりと行われたか、忘

れ物がないかを確認する。 

 

活動 1 
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（２６）回って見える！？体の秘密を解き明かそう！ 

 

 

タイムスケジュール 

 

学生の

目標 

・児童と積極的に関わる。 

・児童をサポートする。 

児童の

目標 

・体の仕組みについて理解する。 

・学生と楽しむ 

 

時間 学生の役割 学生の活動 備品、その他 

９：３０ あいさつ ・開始のあいさつ、諸連絡  
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・活動についての注意事項を伝

える 

９：３５ 人の体（聴覚）導入 

 

 

・「人は、なぜ音を聞くことができ

るのか」を聞き予想を立てさせ

る。 

 

９：４０ 人の体（聴覚）実験 ・空気が音を伝えているというこ

とに気づかせたのち、オルゴー

ルの実験を行う。 

 

・実験の意図は、オルゴールと

空気を遮断することを目的に行

う。 

☆タッパ、オルゴール、サン

タ帽、ぞうきん、新聞紙、ホ

ワイトボード、ボードマーカー 

実験方法 

オルゴールをタオルで包

み、タッパの中に入れて封を

すると、音を最小に出来る。 

ただし、それが最適解で

はなく、色々な方法を試して

もらう。 

９：５０ 人の体（聴覚）結果 ・各班での工夫点を発表した

後、実験を行う。 

・発表の苦手な子がいた場

合、横で一緒に発表するな

どの支援をする。 

１０：００ 人の体（触覚）導入 ・触覚についての説明を行う 

 

・わかりやすく 

１０：１０ 人の体（触覚）実験 ・代表の児童に演示として実験

を行う。（ＭＡＸ2 名） 

 

・皮膚の敏感さの違いを体験す

るために二点弁別閾の実験を行

う 

 

・1cm 未満だと敏感、それより間

隔が大きいと鈍感という説明を

行う。 

☆細い物2本、定規、ホワイ

トボード、ボードマーカー 

実験方法 

 2 人一組で行い、実施者

は、手の甲に細い物 2本を

同時に軽く押しつける。体験

者は目を閉じて、押し当てら

れた点が1点か2点かを判

断する。 

 細い物の感覚は２mm程

度で行う。 

１０：２５ 人の体（触覚）結果 ・全体でどこが一番敏感・鈍感で

あったかを共有する。 

 

・二点弁別閾のグラフを見せて

自分の結果と比較する。 

・発表形式ではなく、自由発

言形式で共有を行う。 
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１０：３５ 休憩 ・休憩中の諸連絡を行う 

 

・学生は、トイレ、教室に必ず

いる事。児童が危ないことを

しないか監督する。 

１０：４５ 人の体（視覚）導入 ・チラシの画像・色彩残効の錯

視を見てもらい錯視についての

関心を深める。 

 

・見せる錯視は５種類程度。

作品につながる物を見せる 

 

１０：５５ 人の体（視覚）作成 ・錯視を起こすことが出来る作品

集を作る。 

☆テンプレ、はさみ、ポスカ 

のり、穴開けパンチ、リボン、

表紙 

１１：１０ 感想記入 名札を回収し、認定証を配布す

る。 

☆認定証 

 

１１：２０ あいさつ 今年度最後の企画に参加してく

れてありがとう 

 

１１：２５ 見送り・片付け ・班担当学生は児童を昇降口

へ案内する。確実に保護者に引

き渡す。 

・班の担当がない学生は片付け

する。 

・班担当学生は見送る際に机に

忘れ物がないかどうか確認をす

る。 

→ゴミ、汚れがないようにき

っちりと片付けを行う。 

→現状復帰 

 

１２：００ 完全撤収  時間厳守 
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２－２．活動報告 

（１） 八幡小学校 

A．６月企画活動報告（報告者：大河内玲来） 

1．参加者 

小学 4～6年生１６名、大学 1・2年生１２名 

大学教員１名、小学校関係者２名、運営指導者１名、観覧保護者２名 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

 児童の数は多くはなかったものの、非常に積極的な児童が多く、全体を通して全員が楽

しく活動できていたように見受けられた。また、小学校の先生がおっしゃっていたように

見ている側も参加したくなるくらいきらきらとした笑顔で、とても微笑ましかった。 

2－2．企画の内容 

白衣の先生のほとん

どが、前に立って言葉

を発する際、しっかり

全体に声が届くように

心がけていたなという

工夫がみられた。また、

児童たちとの受け答え

もよく出来ていて良か

った。その一方で、時

間配分が少し疎かにな

ってしまい、ひとつ計

画していたことが出来

なかった事が残念に思

われた。それと、一年

生は今回が初めてとい

うことで、やや表情が

固いように思えたので、

そこも改善点のひとつ

だと考えた。 
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3．活動のまとめ 
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B．10月企画活動報告（報告者：亀井彩加） 

1．参加者 

小学 4～6年生 9名、大学 1・2年生 11名 

大学教員 1名、小学校関係者 1名、運営導者 1名（大野）、観覧保護者１名 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

 参加してくれた児童は少なかったが、クイズなど生徒が参加できるものが多く、学生と

楽しく交流できていた。また、準備の段階でトレイの必要なもののリストが用意されてあ

ったり、リーダーの指示だしが適切だったりとそれぞれが今回の企画をしっかりと理解し、

挑めていた。 

2－2．企画の内容 

 制作物が二つもあり、内容が難しいもの、説明が大変なものがいくつもあったが、上手

に解説をしており、児童も楽しく聞いていた。クイズも得点で班ごとに競い合い、勝負す

るということで、児童たちがよりクイズへの参加意欲が上がり、楽しめていた点はとても

よかった。だが、クイズ

の問題の中で、難しい単

語がいくつかあり、もう

少し言葉を崩せたので

はないかと思う。 

2－3．活動写真 
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3．活動のまとめ 
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C．11 月企画活動報告 
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D．12月企画活動

報告（報告者：北

野谷健汰） 

1．参加者 

小学 4～6年生 13

名、大学 1・2 年

生 8名、大学教員

1 名、小学校関係

者 1 名（教頭）、

運営指導者 1名 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

 カイロはなぜ

温かくなるのか

ということを、実

験や観察を通し

て明らかにしな

がら、児童の興味

を引いていた。ま

た、カイロの中身

にはどんな豆が

適しているのか

という事を児童

自身で解決させ

て、その豆を使っ

てカイロを制作

した。カイロを制作した後は、実際にカイロを温めて、温かくなることを実感した。 

2－2．企画の内容 

 普段、使用している使い捨てカイロの中身と同じ物を使って鉄カイロを制作し、カイロ

の中身は何が入っているのかということを明らかにしていた。しかし、持ち帰る作品は何

回も使用することができる小豆カイロを制作していた。また、どんな豆がカイロに適して

いるのか考える場面では、実際に豆を電子レンジで温めて豆の温度を測り、児童が問題を

解決できる場を設けていた。児童の興味を引く活動や、児童自身で考える場を多く設けて

いた企画だった。 

3－3．活動写真 
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3．活動のまとめ 
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（２） 松原小学校 

A．6月企画活動報告（報告者：夫馬裕斗） 

1．参加者 

小学 4～6 年生１４名、

大学 1・2年生 13名 

大学教員 1名、小学校

関係者１名、運営指導

者１名 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

・積極的に子どもと会

話しようと努めてい

た。 

・準備や片付けなどテ

キパキ行動でき、時間

に余裕をもって動け

ていた。 

2－2．企画の内容 

・子どもたちに見やす

いように、字や図を大

きくしていたり、前に

集合した時に、後ろの

ほうの子が見えるよ

う前にいる子にしゃ

がむように指示した

りと配慮ができてい

た。また、大きな声で

伝わりやすく、子どもたちが前を向いて説明を聞いてもらえるように注意を促せていた。 

・カレンダーを作っている最中に、画鋲の個数を増やさないとならない状況になってしま

った。リハーサルなどで気づくべきミスだったと思う。 

2－3．活動写真 
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3．活動のまとめ 
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B．7月企画活動報告（報告者：松下 凪） 

1．参加者 

小学 4～6 年生 23 名、欠席

者 1 名、大学 1・2 年生 10

名  

大学教員 1 名、小学校関係

者１名、運営指導者１名 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

・児童は時間の限り、一生

懸命自分の作品を作ってい

た。 

・1回目よりも積極的に子ど

もと会話しようと努めてい

た。 

・準備や片付けなどテキパ

キ行動でき、時間に余裕を

もって動けていた。 

また、そのおかげで時間よ

り少し早く来た児童にもし

っかり対応できていた。 

・自分で作ったランプシェ

ードを児童がとても喜んで

いた。 

2－2．企画の内容 

・はさみは使ったらしまわせたり、ボンドの筆の使用にあたる注意点など、細かい部分の

注意がしっかりとできていたので、とてもよかった。副実験も、多くの児童から「すごい」、

「予想と違って面白い、驚いた」などの言葉を聞いたので、大成功だったと思う。 

・パワーポイントが、先生の立ち位置のよって児童が見ずらい場面が多かったので、朝の

準備段階で確認するといいと思った。 

2－3．活動写真 
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3．活動のまとめ 
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C．11月企画活動報告（取材班：村上・萩野） 

1． 参加者 

小学 4～6年生 22名、大学 1・2年生 8名 

大学教員 1名、小学校関係者 1名、教育委員会 0名、運営指導者 1名 

 

2． 活動報告 

2－1．活動の様子 

・学生も児童も積極的にコミュニケーションをとっていたため、児童全員が企画に参加でき

ていた。 

・制作についての注意が的確であった。 

・制作説明に劇を取り入れるなどの工夫が施されていたため、楽しく学べて、尚且つ分か

りやすかった。 

2－2．企画内容 

・企画に劇を取り入れ、

また、児童を前に集め

るなどし、企画内容は

理解しやすいものに

なっていた。 

・石鹸スクイーズは石鹸

ということで実用的で

あり、さらに、鑑賞用

としても楽しむことが

できるものだった。 

・アクシデントを未然に

防ぐためにも、色素の

容器の中身を事前に

チェックしておくべ

きだった。 

・副実験では、児童に予

想を立てさせながら表

面張力について説明で

きていた。 

・制作、副実験、共に児

童が楽しめる内容だっ

た。 
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3．活動のまとめ 
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D．12月企画活動報告（取材班：伊藤・平澤） 

1． 参加者 

小学 4～6 年生 18 名、

大学 1・2年生 8名 

大学教員 1名、小学校関

係者 1名、運営指導者 1

名 

 

2． 活動報告 

2－1．活動の様子 

・学生も児童も積極的に

コミュニケーションを

とっていたため、児童

全員が企画に参加でき

ていた。 

・製作の際に、日光が当

たる窓側の席の児

童は、レジンが固ま

ってしまうという

ハプニング 

があったが、そこは柔

軟に対応していた。 

・導入から実験の解説ま

で児童にわかりやすい

ように説明されていて、

勉強になるものとなっていた。 

2－2．企画内容 

・筆箱などといった、身近なものの熱の通りやすさを前で実験していて、児童の興味を引

くことができていた。 

・クリスマスコースターはコースターということで実用的であり、さらに、鑑賞用として

も楽しむことができるものだった。 

・副実験では、児童に予想を立てさせながら熱の伝わり方について説明できていた。 

・制作、副実験、共に児童が楽しめる内容だった。 

 2―3．活動写真 
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3．活動のまとめ 
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（３） 東野小学校 

A．6月企画活動報告（報告者：志野瑞季 川瀬雄大 安井太成） 

1．参加者 

小学 4～6年生 11名、大学 1・2年生 10名 

大学教員 1名、小学校関係者 1名、運営指導者１名、観覧保護者 1名、 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

・リーダーの中島千尋さんを中心として、皆が積極的に児童と話していたので、児童は困

った時に白衣の先生に質問をすることができるとてもよい関係であった。児童も楽しそう

に作品作りをしていたのでとてもよい企画だなと思った。 

2－2．企画の内容 

・最後のお見送りがちゃんと親への引き渡しができていなかったので、児童が全員帰った

のを確認してから見送りの学生は教室に戻ったほうが良いのではないだろうかと思った。 

・オリジナル紙を作る説

明で、オリジナル紙の準

備は大変であるのにも関

わらず実物を使って説明

したことがとても考えら

れているなと思った。 

・1,2 年生間のコミュニ

ケーションがうまくとれ

ていない点が多く見られ

たのでそこが残念だった。 

2－3．活動写真 
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活動のまとめ 
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B．７月企画活動報告（報告者：木村駿介） 

1．参加者 

小学 4～6年生８名、大学 1・2年生１２名 

大学教員１名、小学校関

係者１名、運営指導者１

名、観覧保護者２名、そ

の他（参加者兄弟１名） 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

 参加者が非常に少なか

ったが、学生が上手く児

童同士の橋渡しをしてい

て、班ごとに仲良く、と

ても楽しそうに活動して

いた。時間もほぼ予定通

りに進み、スムーズに進

行していた。参加者の兄

弟が来て、いっしょに活

動した。最初はとても緊

張していたが、終わり頃

にはとても楽しそうに活

動していた。 

2－2．企画の内容 

 前半のクイズでは、学

生が児童の考えを上手く

手助けできていた。糸電

話の制作の際、ハサミや針金の注意喚起はもう少ししっかり行うべきだと思った。鑑賞の

時間が長く、時間が余ってしまうのではないかと少し不安だったが、リーダーの案で糸電

話を全員で交差して会話をするということをしていた。児童も学生もとても楽しそうだっ

たし、いい感じで時間を使えていたのでリーダーの機転が利いていてよかったと思う。 

2－3．活動写真 
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3．活動のまとめ 
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C．１０月企画活動報告（報告者：石田楓花） 

1．参加者 

小学 4～6年生７名、大学 1・2年生１２名 

大学教員１名、小学校関係者１名、運営指導者１名、観覧保護者１名 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

 学生は自分の役割をきちんと理解しており、会場準備がスムーズにできていた。時間調

節もスムーズにできていて良かった。児童にも積極的に話しかけていて児童も楽しそうだ

った。石けん水とレモン水で絵を描いているとき色の変化を感じながら楽しんでいる様子

が見られた。 

 

2－2．企画の内容 

 児童の数が少ないこ

ともあり、クイズの児

童への問いかけや受け

答えに時間を使うこと

ができ、作業中も１人

１人の指導が丁寧にで

きていて良かった。

酸・アルカリの説明が

わかりやすく、児童が

実際に絵を描くことで

酸・アルカリの性質を

体験できてより理解が

深まった。汚れた雑巾

を洗う作業でどのくら

い汚しておくのか、ど

のくらい時間がかかる

のかを事前に行い、時

間配分や枚数を考えた

方が良かった。 
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3．活動のまとめ 
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D．12 月企画活動報告

（報告者：中村優太） 

1．参加者 

小学 4～6年生 9名、大

学 1・2年生 11名 

大学教員 1 名、運営指

導者 1名 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

活動全体を通して、児

童の笑顔が溢れた活動

になっていた。活動開

始時は学生、児童とも

に緊張した姿が見られ

た。しかし、活動を行

うにつれて会話が弾み

笑顔が出始めた。先生

が笑顔であることによ

り児童にも伝染して楽

しい活動になり成功と

言える結果になった。 

2－2．企画の内容 

企画に関して、今回の

テーマが「静電気」であったため静電気をいかに分かりやすく児童に教えるのかという工

夫が多く見られた。初めに、静電気と身近な素材との関係について学ばせるクイズを取り

入れていた。しかし、このクイズは児童にとって難しい内容のものであったため、ハッキ

リとした理由をもって解答できていなかった。そのため、小学生というレベルに合ったク

イズを提示すべきだろう。次に、静電気の+と－の関係についてオリジナルキャラクターを

用いて説明していた。キャラクターにして提示することで児童に興味をもたせる効果があ

ったと見られた。 

指導に関しては、児童一人一人に目が行き届いており手厚い

指導を行っていた。しかし、机の

片付けを学生が行う場面があり、

児童に行わせるべきだろう。 

2－3．活動写真 
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3．活動のまとめ 
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（４）勝川小学校 

A．６月企画活動報告（報告者：山次智也 高橋匠 石田安民） 

1．参加者 

小学 4～6 年生１９名、大学 1・2 年生７名 

大学教員１名、小学校関係者１名、運営指導者名、観覧保護者２名 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

 今回の活動は一年生にとっても、二年生にとっても初めてばかりだったと思います。一

年生は準備の段階から何をすべきか把握できておらず、取材班や二年生の指示を待つ姿が

見られました。事前の企画書の説明ではわからないような問題点や当日の動き方について

は一年生にしっかり教えていく必要性があると感じました。二年生は先輩として積極的に

児童とコミュニケーションを取ったり一年生に指示を出していたりと、一年生のお手本と

なる姿だったと思いま

す。 

2－2．企画の内容 

今回の企画は面白み

のある場面が多かった

と思います。特に、音叉

を使った実験では、児童

が興味を持って聞いて

いたのが見ていてよく

伝わりました。また、ク

イズの際にも、問題と解

説だけでなく、実物を使

って、解説をしていたの

で児童にとってすごく

わかりやすかったと思

います。児童の反応も良

く終始笑顔が見られま

した。改善点は、エコー

マイクの解説をもっと

的確でわかりやすいも

のにできたら良いと思

います。 
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3．活動のまとめ 
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B．7月企画活動報告（報告者：渡辺来夢音 中村未来） 

1．参加者 

小学 4～6 年生１９名、大学 1・2 年生８名 

大学教員１名、小学校関係者１名、運営指導者名、観覧保護者２名 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

 今回の活動は、１年生も２回目ということか前回より良い動きができていた。前回の活

動では準備の時間おろおろする１年生が多かったが、今回は自分から動き出すことができ

ていた。学生が楽しい話題を提示することで、児童も楽しそうに話すことができていた。

大きな問題もなく活動を終えることができたが、細かい点を言うと前日までの準備をしっ

かりする、取材班に児童のフォローをさせすぎないという２点を修正できたらもっといい

活動になっただろうと思う。 

2－2．企画の内容 

今回の企画は、牛

乳パックの再利用に

着目した新しい企画

だったと思われる。

児童自身の身近にあ

る牛乳パックを利用

してオリジナルの紙

を作ることで思い出

に残るものができた

かと思う。クイズで

紙のこと、リサイク

ルのことを深く学べ

ていた。最後の鑑賞

の時間に児童自身に

発表をさせていたこ

とが自分の作品の魅

力を伝える機会があ

って、とてもよかっ

た。企画内容として

の改善点は特にない。

面白い企画だったと

思う。 
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3．活動のまとめ 
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C．１０月企画活動報告（報告者：渡辺来夢音 竹内麻衣 河田愛生 才丰） 

1．参加者 

小学 4～6 年生２１名、大学 1・2 年生１３名 

大学教員１名、小学校関係者１名、運営指導者１名、観覧保護者８名 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

 今回の活動は、１年

生が主体となり、活発

に活動できていた。前

回の活動では、子ども

たちの前で緊張してし

まう学生が多かったが、

今回の活動では、子ど

もたちに積極的に声を

かけ、楽しい雰囲気作

りができていた。子ど

もたちと学生が、いき

いきと楽しそうに活動

出来ていてとても良か

った。大きな問題もな

く活動を終えることが

できたが、細かい点を

言うと学生間の情報の

共有やアイコンタクト

をもっと積極的にすれ

ば、よりスムーズに活

動を進めることができただろうと思う。 

2－2．企画の内容 

今回の企画は、望遠鏡という、普段作る機会の少ないものを児童に体験させる良い企画

だった。光の屈折に関する実験を含め、子どもたちが驚くようなものばかりで子どもたち

にとってとても印象深い企画になったと考える。学生が魔法使いになりきって実験を行っ

ていた点もとてもよかった。鑑賞の時間を通して、子どもたち同士が関わる時間も多くあ

り、子どもたち同士の橋渡しができていた。企画内容としての改善点は特にない。とても

面白い企画だったと思う。子どもたちはもちろん学生も楽しむことができていた。とても

活気のある明るく楽しく笑顔であふれる企画だった。 
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3．活動のまとめ 

 



108 

 

D．12 月企画活動報告 

1．活動のまとめ 
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（５）鳥居松小学校 

A．6 月企画活動報告（取材班：河合・西村・萩野）報告者：萩野優二 

1． 参加者 

小学 4～6 年生 23 名、大学 1・2 年生 9 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、運営指導者 1 名、観覧保護者 1 名 

 

2． 活動報告 

2－1．活動の様子 

 ・学生も児童も積極的にコミュニケーションをとっていたため、時間が経つにつれて学

生、児童共に笑顔が絶えない楽しい時間になった。 

 ・児童への注意が的確で、進行がスムーズに行えていた。 

 ・作業説明に工夫が施されていたため、児童が困ることなく作業に取りかかれていた。 

2－2．企画内容 

 ・企画にクイズなどを

取り入れることで、児

童が授業内容を理解

しやすいものになっ

ていた。 

・ランプシェードはサ

イズが小さく持ち運び

が簡単で、家にも飾りや

すいものだった。 

・児童が書いた鑑賞カ

ードはそれぞれ児童に

持ち帰らせるべきだっ

た。 

・鑑賞では、ランプシ

ェードの美しさが分か

りやすいものになって

いた。 

・制作、鑑賞、それぞ

れ児童が楽しめる内容

だった。 
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3．活動のまとめ 
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B．7 月企画活動報告（取材者：加藤 森田 三島） 

1．参加者 

小学 4～6 年生 19 名、大学 1・2 年生 8 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、運営指導者 1 名 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

 ・学生と児童とのコミ

ュニケーションを積

極的に取っており、

児童・学生共に笑顔

もあり、とても楽し

い活動になった。 

 ・準備が完全になされ

ていなかった。ファ

イルの忘れなど 

 ・その中でも臨機応変

な行動ができており、

授業を進行できてい

た。 

2－2．企画の内容 

 ・質問やグループの代

表者に発言をしてもらう、

といった児童が考える場

を多く取ることで授業の

内容をより理解できるも

のとなっていた。 

 ・電気が流れるものを探す際、グループのお友達と協力して探すことが出来ていた。 

 ・画鋲をコルクボードに差し込んだり、ペットボトルキャップに番号を書くなど細かい

作業も楽しんで取り組めていた。 

 ・持ち帰りの際、児童の喜んだ表情が印象的であった。 

2－3．活動写真 
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3．活動のまとめ 
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C．10 月企画活動報告（報告者：濱島悠佑 日下部耀太） 

1．参加者 

小学 4～6 年生 21 名、大学 1・2 年生 7 名 

大学教員 1 名、小学校関

係者 2 名、教育委員会 1

名、運営指導者 1 名、観

覧保護者 1 名 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

子供たちが大変活発な生

徒が多い中しっかりとま

とめられていたと思いま

した。ただ、企画の準備

の段階で、早く来た生徒

への対処が間に合ってい

ないところも見受け、人

数が少なくても改善策は

あったのではないかと思

った。 

2－2．企画の内容 

前に立って生徒たちに作

り方を示す時には、左右

どちらの生徒にも見える

ようにしっかりと動かし

ていた。完成した時にい

ざ硬貨を入れる段階で、失敗して転がっていかない生徒がいた。一部の生徒が、のりは手

が汚れるからいやだと言ってマスキングテープを多量に使ってすべて使い切ってしまい、

残念がっていた生徒がいた。立ち入り禁止エリアにずかずか生徒が入って行っていた。 

2－3．活動写真  
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3．活動のまとめ 
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D．１１月企画活動報告（報告者：夫馬裕斗） 

1．参加者 

小学 4～6 年生１０名、大学 1・2 年生１１名 

大学教員 1 名、小学校関係者１名、運営指導者１名 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

・笑顔で子どもと会話しようと努めていた。 

・グルーガンの使用に注意していた。 

・準備も素早く、スムーズに動けていた。 

・遅刻や忘れ物には注意したい。 

2－2．企画の内容 

・万華鏡の制作を行っていた。説明もゆっくりかつ、皆に見えるようにしていた。 

・実験の解説が難しく、いろいろな方法でわかるように工夫していた。 

・制作時、児童主体の活動

になり学生は補助として

動けていた。楽しそうだっ

た。 

2－3．活動写真 
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3．活動のまとめ 
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（６） 松山小学校 

A．６月企画活動報告（取材者：星野 井口 杉浦 北野谷） 

1．参加者 

小学 4～6 年生 29 名、大学 1・2 年生 13 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、運営指導者 1 名、観覧保護者 2 名 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

 ・学生と児童とのコミュニケーションを積極的に取っており、児童・学生共に笑顔を見

せ、とても楽しい活動になった。 

 ・準備、片付け、進行がとてもスムーズだった。 

 ・説明に工夫がされており、印象に残りやすいものだった。 

2－2．企画の内容 

 ・質問やグループの代表者に発言をしてもらう、といった児童が考える場を多く取るこ

と 

  で授業の内容をよ

り理解できるものとな

っていた。 

 ・My 顕微鏡は使用方

法が簡単で持ち運びや

すいものとなっている

ため、家庭でも簡単に 

  扱えるものとなっ

ていた。 

 ・My 顕微鏡でタマネ

ギの皮を観察したとき

にどのようなものが見

えるのか、スライドで 

  答え合わせをする

必要があるのではない

かと感じた。 

 ・児童が楽しめる内

容となっていた。 
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3．活動のまとめ 
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B．7 月企画活動報告（取材者：柴田 野村 余吾） 

1．参加者 

小学 4～6 年生 40 名、大学 1・2・3 年生 14 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、運営指導者 1 名、観覧保護者 3 名 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

 ・児童に対して積極的に話しかけ、とても楽しそうにしていた。 

 ・子どもたちが参加できる内容が多くて、より印象に残りやすかった。 

 ・説明が丁寧で、子どもたちも制作に夢中になっていた。 

2－2．企画の内容 

 ・蛍光色で人工いくらを作り、光る様子を見ることができたことで、子どもたちの興味

を引き付けられていた。 

 ・食べ物ビンゴゲームでは、どちらも含まれていない食べ物まで答えにあり、より理解

が深まった。 

 ・大きい人工いくらを

触らせるときに、1

班ずつ並ばせてい

たため予定より時

間が押していたか

ら、もっと作って 2

班で1つにするなど

の工夫がいると思

った。 

2－3．活動写真 
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3． 活動のまとめ 
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C．１０月企画活動報告（報告者：河合恵里伽） 

1．参加者 

小学 4～6 年生９名、大

学 1・2 年生８名 

大学教員１名、運営指

導者：大野さん、観覧

保護者１名 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

 松山小学校の企画に

参加した児童は、元気

な子が多いと感じた。

しかし、元気が良すぎ

て先生役の学生が話し

ているのにも関わらず、

隣の子と話してしまう

子や作業に飽きて床に

寝っ転がってしまう子

がいた。その児童に対

して、学生がしっかり

注意ができていたと思

った。クイズの時には、

積極的に意見を述べて

おり楽しそうに参加し

ていたのが印象的であった。ケガなどもなく、無事に企画がやり切れていた。 

2－2．企画の内容 

 今回の企画では、「異なる色の絵の具を混ぜたら何色ができるのか」や「信号反応」など

の児童が実験を経て学ぶ活動が多かったため、より児童が理解しやすいような工夫がなさ

れていた。他にも、小学生には難しい内容を理解できるように、わかりやすく簡単に例を

入れながら説明する工夫もなされていた。改善したほうがよいと思う点は２つあった。１

つ目は、制作時間の長さだ。制作時間が長く、終わった子同士が遊び始めたりじゃれ合っ

たりし始めていたため、制作時間を検討し直す必要があると感じた。２つ目は、演示実験

の仕方だ。児童を前に集めて実験を行うのはよいと思うが、後ろの子や端の子が見えなく

て残念がっていた。 

2－3．活動写真 
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3．活動のまとめ 
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D．11 月企画活動報告（報告者：松原、市川） 

1．参加者 

小学 4～6 年生 16 名、大学 1・2 年生 7 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、運営指導者 1 名 

 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

・2 年生だけでなく 1 年生もだいぶ落ち着いていて、学生全員で助け合いながら大きなアク

シデントもなく無事企画を成功させることができていた。 

・先生が明るく楽しく企画を行うことで、児童も明るく企画を楽しんでいた。 

・行き詰まることもなく、とてもスムーズに企画を行うことができていた。 

2－2．企画の内容 

・風呂敷の使い方を学んで、組紐を作成し、最後に風呂敷のストラップを作成するといっ

た流れで、最後にまた風呂敷を出すことにより最初に行った風呂敷の復習ができるという

工夫がされていた。 

・全員で児童が静かに

なるまで企画を進めな

いというのを徹底して

いた。 

・10 分使う予定のとこ

ろが 3 分ほどで終わっ

てしまったり、逆に 5

分のところが 15 分か

かってしまったりと時

間を意識するべき。 

・休憩時間にパソコン

を触ろうとする児童が

いるので、パソコンの

周りに立ち入り禁止カ

ードを設置するか、常

に先生がいるようにす

る。 
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3．活動のまとめ 
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（７） 春日井小学校 

A．10 月企画活動報告 
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（８） 小野小学校 

A．7 月企画活動報告（報告者：梶川、松原、水谷） 

1．参加者 

小学 4～6 年生 17 名、大

学 1・2 年生 7 名 

大学教員 1 名、小学校関

係者 1 名、教育委員会 1

名、運営指導者 1 名、観

覧保護者 4 名 

2．活動報告 

2－1．活動の様子 

・企画者側の人数が減っ

てしまうというアクシデ

ントがあり、企画が成功

するのかと見ていて不安

になったが、2 年生を中

心に互いにカバーし合っ

て企画を成功させること

ができた。 

またいつこのようなこと

が起こるかもしれないの

で他の人が担当するとこ

ろでもしっかりと理解し

て、説明できるようにす

ることは大切。 

・企画者側が明るく楽しく行うことで、児童も楽しく授業を受けることができていていた。 

2－2．企画の内容 

・児童の発言にうまく答えることができ、説明がわかりやすかった。 

・ペットボトルを切っていく時、カッターを使わないといけないが児童にはカッターは危

険ということで最初の切り口を企画者側がカッターで切り、残りは児童にはさみで切って

もらうという工夫をしていた。 

・休憩時間の時、児童が走り回っていて優しく注意するだけではなく、時には少し厳しく

注意するべき。 

・児童には難しい言葉があったので、工夫して話をするべき。 

・ホワイトボードを使って楽しく授業を行うことができていたが、ホワイトボードで遊ん

でしまう子もいたので、使い終わったらすぐに片付けることを徹底した方が良い。 



128 

 

（９）北城小学校 

A．10 月企画活動報告 
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３．活動を振り返って 

（１）学生からの意見 

土曜チャレンジ・アップ教室に参加する学生を対象に 4月上旬と 12月下旬の 2回、アン

ケートを実施した。アンケート回答者は 40名。アンケートの結果は以下の通りである。 

 

ア．回答者の学年と性別 

 

 

 

イ． アンケート結果 

 40項目の回答については、「最も当てはまる」「当てはまる」「どちらも当てはまらない」

「やや当てはまらない」「当てはまらない」の順に 5、4、3、2、1点と得点化した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年生 2年生 総計

男性 21 6 27

女性 7 6 13

総計 28 12 40

2.9 (0.9) 2.8 (1.0)

2.3 (0.9) 2.5 (0.7)

3.2 (0.7) 3.8 (1.0)

3.1 (0.7) 3.7 (0.8)

3.8 (1.1) 3.8 (1.1)

4.2 (1.0) 3.9 (0.9)

3.8 (0.6) 3.9 (0.5)

3.1 (0.7) 3.9 (0.8)

3.0 (0.8) 3.7 (0.8)

2.8 (0.7) 3.0 (0.8)

2.8 (0.4) 2.5 (0.9)

3.0 (0.8) 2.9 (0.7)

4.8 (0.4) 4.8 (0.6)

4.4 (0.8) 4.6 (0.7)

1.5 (0.6) 1.3 (0.5)

1.6 (0.7) 1.6 (0.9)

4.8 (0.4) 4.7 (0.5)

4.6 (0.6) 4.4 (0.6)

3.3 (0.8) 3.5 (0.9)

2.6 (0.6) 3.0 (0.9)

4.1 (0.9) 3.5 (1.0)

3.5 (0.9) 3.4 (0.7)

4.5 (0.6) 4.5 (0.5)

4.1 (0.8) 4.3 (0.7)

2.0 (0.9) 2.3 (1.2)

1.8 (0.7) 2.1 (0.9)

4.8 (0.4) 4.8 (0.4)

4.5 (0.7) 4.4 (0.6)

3.3 (0.8) 3.5 (1.2)

3.4 (1.0) 3.7 (0.9)

4.8 (0.4) 4.8 (0.4)

4.5 (0.6) 4.7 (0.5)

3.5 (1.0) 4.1 (0.8)

3.5 (0.8) 3.9 (0.5)

3.3 (0.7) 3.5 (1.2)

3.5 (0.8) 3.6 (0.8)

2.1 (1.1) 1.7 (0.6)

2.3 (0.9) 2.0 (0.7)

3.6 (1.0) 4.2 (0.9)

3.6 (1.0) 3.8 (1.0)

3.2 (1.3) 2.2 (1.2)

3.1 (1.1) 2.6 (0.9)

2.8 (1.1) 4.0 (1.0)

2.9 (1.1) 3.2 (0.9)

4.4 (0.9) 4.5 (0.6)

3.4 (0.9) 4.4 (0.7)

3.3 (0.9) 4.2 (0.7)

3.3 (0.7) 3.4 (0.7)

3.7 (0.8) 4.4 (0.6)

4.1 (0.7) 4.2 (0.7)

3.9 (0.8) 4.4 (0.5)

3.5 (0.9) 4.2 (0.7)

3.4 (0.9) 3.8 (0.9)

3.2 (0.7) 3.5 (0.6)

3.9 (0.9) 4.4 (0.5)

4.1 (1.0) 4.2 (0.9)

3.8 (1.1) 4.5 (0.6)

3.1 (0.9) 4.0 (0.9)

4.0 (1.1) 4.3 (0.8)

3.3 (1.1) 4.0 (0.9)

4.8 (0.6) 4.8 (0.4)

4.9 (0.3) 4.5 (0.7)

2.3 (0.8) 2.5 (1.0)

2.4 (0.7) 2.3 (0.7)

1.6 (0.8) 1.8 (1.0)

2.1 (0.9) 1.9 (0.9)

4.3 (0.8) 3.5 (1.0)

3.8 (0.9) 3.7 (1.2)

1.8 (1.0) 2.5 (1.0)

2.3 (0.9) 2.3 (0.8)

4.9 (0.3) 4.8 (0.4)

4.7 (0.5) 4.6 (0.6)

2.5 (1.3) 2.8 (0.8)

2.6 (0.8) 2.9 (0.8)

4.1 (1.2) 3.6 (1.3)

4.1 (0.9) 4.0 (0.9)

4.7 (0.6) 4.8 (0.6)

4.2 (0.8) 4.5 (0.6)

4.2 (1.0) 3.9 (1.3)

4.1 (1.0) 3.9 (0.8)

39 児童が好きである 4.3 (0.8) 4.6 (0.6)

40 教育実習が不安である 4.2 (1.0) 3.9 (1.0)

37 教材を作るのには自信がある 2.6 (1.0) 2.9 (0.8)

38 指導案を書くのは不安である 4.1 (1.0) 3.9 (1.1)

35 指導案を書くのには自信がある 2.2 (1.0) 2.3 (0.9)

36 教員になるには実践が必要である 4.8 (0.5) 4.7 (0.5)

33 教育実習は完璧にこなせる 2.0 (0.9) 1.9 (0.9)

34 教材作成は不安である 4.0 (0.9) 3.6 (1.1)

31 教員になりたい 4.8 (0.4) 4.6 (0.6)

32
教員になるには座学が１番必要であ

る
2.4 (0.8) 2.4 (0.8)

29 カンペを見ずに話すことが出来る 3.3 (1.0) 4.2 (0.9)

30 教壇で大きな声で話す自信がある 3.5 (1.1) 4.1 (0.9)

27 児童をまとめることができる 3.3 (0.7) 3.6 (0.7)

28
児童の顔を見ながら話すことが出来

る
4.1 (0.9) 4.3 (0.8)

25
自分の任された仕事をこなすことが

出来る
4.0 (0.8) 4.3 (0.7)

26
班の児童を前に注目させる声かけが

出来る
3.6 (0.9) 4.3 (0.6)

23 教壇で大きな声で話すことが出来る 3.7 (1.0) 4.4 (0.7)

24
自分の任された仕事以外でもそれな

りの働きが出来る
3.3 (0.8) 3.7 (0.8)

21
児童と話をした時、長く会話が続か

ない
3.1 (1.1) 2.5 (1.0)

22
児童と話をするときに話題に困らな

い
2.9 (1.1) 3.5 (1.0)

19
児童から話を振ってもらわないと会

話が出来ない
2.2 (1.0) 1.9 (0.7)

20
児童の反応を見ながら話すことが出

来る
3.6 (1.0) 3.9 (1.0)

17 活動中の児童に適切な支援ができる 3.5 (0.8) 3.9 (0.6)

18
企画前後と企画中で児童の接し方を

変える事が出来る
3.5 (0.8) 3.6 (0.9)

15
他学年としっかりコミュニケーショ

ンをとれる（学生間の交流）
3.4 (1.0) 3.7 (1.0)

16
きちんと挨拶をすることが出来る

（活動参加者との交流）
4.6 (0.5) 4.7 (0.4)

13
一生懸命活動している児童に支援は必

要ない
1.9 (0.8) 2.2 (1.0)

14
企画中は学生も企画を楽しんで親し

く接するべきだ
4.6 (0.6) 4.5 (0.6)

11
児童への指示は何回かする必要があ

る
3.7 (1.0) 3.4 (0.8)

12 児童は色々な物に興味を示す 4.3 (0.8) 4.3 (0.7)

9
学生は児童を意識して言葉を選ばなく

てはいけない
4.7 (0.6) 4.5 (0.6)

10
児童は学生が言ったことをすぐに理

解出来る
2.8 (0.8) 3.2 (0.9)

7 児童に目線を合わせるべきである 4.5 (0.7) 4.6 (0.7)

8
学生は児童話すとき目線を合わせな

くても良い
1.6 (0.7) 1.5 (0.8)

5 全体で言った指示は児童に通じる 2.9 (0.8) 3.2 (0.9)

6 児童への指示は個人対応の方が良い 3.0 (0.7) 2.8 (0.8)

3
児童には道具の使い方をある程度説

明しなくてはならない
4.1 (1.0) 3.9 (0.9)

4
児童は制作に必要な道具を問題なく

扱うことが出来る
3.3 (0.7) 3.9 (0.7)

1 児童への指示は１回で通じる 2.5 (0.9) 2.6 (0.8)

2
児童は学生の説明中におとなしく話

を聞ける
3.1 (0.7) 3.7 (0.9)

No. 質問項目

事前調査 事後調査

全体（S.D.)
2年生（S.D.) 

全体（S.D.)
2年生（S.D.) 

1年生（S.D.) 1年生（S.D.)
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2.9 (0.9) 2.8 (1.0)

2.3 (0.9) 2.5 (0.7)

3.2 (0.7) 3.8 (1.0)

3.1 (0.7) 3.7 (0.8)

3.8 (1.1) 3.8 (1.1)

4.2 (1.0) 3.9 (0.9)

3.8 (0.6) 3.9 (0.5)

3.1 (0.7) 3.9 (0.8)

3.0 (0.8) 3.7 (0.8)

2.8 (0.7) 3.0 (0.8)

2.8 (0.4) 2.5 (0.9)

3.0 (0.8) 2.9 (0.7)

4.8 (0.4) 4.8 (0.6)

4.4 (0.8) 4.6 (0.7)

1.5 (0.6) 1.3 (0.5)

1.6 (0.7) 1.6 (0.9)

4.8 (0.4) 4.7 (0.5)

4.6 (0.6) 4.4 (0.6)

3.3 (0.8) 3.5 (0.9)

2.6 (0.6) 3.0 (0.9)

4.1 (0.9) 3.5 (1.0)

3.5 (0.9) 3.4 (0.7)

4.5 (0.6) 4.5 (0.5)

4.1 (0.8) 4.3 (0.7)

2.0 (0.9) 2.3 (1.2)

1.8 (0.7) 2.1 (0.9)

4.8 (0.4) 4.8 (0.4)

4.5 (0.7) 4.4 (0.6)

3.3 (0.8) 3.5 (1.2)

3.4 (1.0) 3.7 (0.9)

4.8 (0.4) 4.8 (0.4)

4.5 (0.6) 4.7 (0.5)

3.5 (1.0) 4.1 (0.8)

3.5 (0.8) 3.9 (0.5)

3.3 (0.7) 3.5 (1.2)

3.5 (0.8) 3.6 (0.8)

2.1 (1.1) 1.7 (0.6)

2.3 (0.9) 2.0 (0.7)

3.6 (1.0) 4.2 (0.9)

3.6 (1.0) 3.8 (1.0)

3.2 (1.3) 2.2 (1.2)

3.1 (1.1) 2.6 (0.9)

2.8 (1.1) 4.0 (1.0)

2.9 (1.1) 3.2 (0.9)

4.4 (0.9) 4.5 (0.6)

3.4 (0.9) 4.4 (0.7)

3.3 (0.9) 4.2 (0.7)

3.3 (0.7) 3.4 (0.7)

3.7 (0.8) 4.4 (0.6)

4.1 (0.7) 4.2 (0.7)

3.9 (0.8) 4.4 (0.5)

3.5 (0.9) 4.2 (0.7)

3.4 (0.9) 3.8 (0.9)

3.2 (0.7) 3.5 (0.6)

3.9 (0.9) 4.4 (0.5)

4.1 (1.0) 4.2 (0.9)

3.8 (1.1) 4.5 (0.6)

3.1 (0.9) 4.0 (0.9)

4.0 (1.1) 4.3 (0.8)

3.3 (1.1) 4.0 (0.9)

4.8 (0.6) 4.8 (0.4)

4.9 (0.3) 4.5 (0.7)

2.3 (0.8) 2.5 (1.0)

2.4 (0.7) 2.3 (0.7)

1.6 (0.8) 1.8 (1.0)

2.1 (0.9) 1.9 (0.9)

4.3 (0.8) 3.5 (1.0)

3.8 (0.9) 3.7 (1.2)

1.8 (1.0) 2.5 (1.0)

2.3 (0.9) 2.3 (0.8)

4.9 (0.3) 4.8 (0.4)

4.7 (0.5) 4.6 (0.6)

2.5 (1.3) 2.8 (0.8)

2.6 (0.8) 2.9 (0.8)

4.1 (1.2) 3.6 (1.3)

4.1 (0.9) 4.0 (0.9)

4.7 (0.6) 4.8 (0.6)

4.2 (0.8) 4.5 (0.6)

4.2 (1.0) 3.9 (1.3)

4.1 (1.0) 3.9 (0.8)

39 児童が好きである 4.3 (0.8) 4.6 (0.6)

40 教育実習が不安である 4.2 (1.0) 3.9 (1.0)

37 教材を作るのには自信がある 2.6 (1.0) 2.9 (0.8)

38 指導案を書くのは不安である 4.1 (1.0) 3.9 (1.1)

35 指導案を書くのには自信がある 2.2 (1.0) 2.3 (0.9)

36 教員になるには実践が必要である 4.8 (0.5) 4.7 (0.5)

33 教育実習は完璧にこなせる 2.0 (0.9) 1.9 (0.9)

34 教材作成は不安である 4.0 (0.9) 3.6 (1.1)

31 教員になりたい 4.8 (0.4) 4.6 (0.6)

32
教員になるには座学が１番必要であ

る
2.4 (0.8) 2.4 (0.8)

29 カンペを見ずに話すことが出来る 3.3 (1.0) 4.2 (0.9)

30 教壇で大きな声で話す自信がある 3.5 (1.1) 4.1 (0.9)

27 児童をまとめることができる 3.3 (0.7) 3.6 (0.7)

28
児童の顔を見ながら話すことが出来

る
4.1 (0.9) 4.3 (0.8)

25
自分の任された仕事をこなすことが

出来る
4.0 (0.8) 4.3 (0.7)

26
班の児童を前に注目させる声かけが

出来る
3.6 (0.9) 4.3 (0.6)

23 教壇で大きな声で話すことが出来る 3.7 (1.0) 4.4 (0.7)

24
自分の任された仕事以外でもそれな

りの働きが出来る
3.3 (0.8) 3.7 (0.8)

21
児童と話をした時、長く会話が続か

ない
3.1 (1.1) 2.5 (1.0)

22
児童と話をするときに話題に困らな

い
2.9 (1.1) 3.5 (1.0)

19
児童から話を振ってもらわないと会

話が出来ない
2.2 (1.0) 1.9 (0.7)

20
児童の反応を見ながら話すことが出

来る
3.6 (1.0) 3.9 (1.0)

17 活動中の児童に適切な支援ができる 3.5 (0.8) 3.9 (0.6)

18
企画前後と企画中で児童の接し方を

変える事が出来る
3.5 (0.8) 3.6 (0.9)

15
他学年としっかりコミュニケーショ

ンをとれる（学生間の交流）
3.4 (1.0) 3.7 (1.0)

16
きちんと挨拶をすることが出来る

（活動参加者との交流）
4.6 (0.5) 4.7 (0.4)

13
一生懸命活動している児童に支援は必

要ない
1.9 (0.8) 2.2 (1.0)

14
企画中は学生も企画を楽しんで親し

く接するべきだ
4.6 (0.6) 4.5 (0.6)

11
児童への指示は何回かする必要があ

る
3.7 (1.0) 3.4 (0.8)

12 児童は色々な物に興味を示す 4.3 (0.8) 4.3 (0.7)

9
学生は児童を意識して言葉を選ばなく

てはいけない
4.7 (0.6) 4.5 (0.6)

10
児童は学生が言ったことをすぐに理

解出来る
2.8 (0.8) 3.2 (0.9)

7 児童に目線を合わせるべきである 4.5 (0.7) 4.6 (0.7)

8
学生は児童話すとき目線を合わせな

くても良い
1.6 (0.7) 1.5 (0.8)

5 全体で言った指示は児童に通じる 2.9 (0.8) 3.2 (0.9)

6 児童への指示は個人対応の方が良い 3.0 (0.7) 2.8 (0.8)

3
児童には道具の使い方をある程度説

明しなくてはならない
4.1 (1.0) 3.9 (0.9)

4
児童は制作に必要な道具を問題なく

扱うことが出来る
3.3 (0.7) 3.9 (0.7)

1 児童への指示は１回で通じる 2.5 (0.9) 2.6 (0.8)

2
児童は学生の説明中におとなしく話

を聞ける
3.1 (0.7) 3.7 (0.9)

No. 質問項目

事前調査 事後調査

全体（S.D.)
2年生（S.D.) 

全体（S.D.)
2年生（S.D.) 

1年生（S.D.) 1年生（S.D.)
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（２）土曜チャレンジ・アップ教室を振り返って（教員から） 

 春日井市教育委員会から中部大学あてに、土曜チャレンジ・アップ教室に関する依頼連

絡をいただいた。4月に入り、春日井市教育委員会のご支援のもと、年間スケジュールと土

曜チャレンジ・アップ教室を実施する春日井市立小学校 9 校が決定し、今年度の活動が始

まった。事前準備として、春日井市教育委員会のご支援のもと、土曜チャレンジ・アップ

教室を実施する各小学校の家庭科室の下見を各小学校の校長先生、教頭先生、教務主任の

先生方によるご協力を得て、5 月下旬に行った。下見では各小学校へ代表学生 3～4 名が参

加し、土曜チャレンジ・アップ教室を開催する教室の場所や室内の配置、備品の個数、さ

らには大学生や児童の動線を確認した。また学内では、教科指導教員による企画内容や小

学生への指導方法についての研修会のほか、小学校における活動への心構えや身だしなみ

などの助言を行った。 

 6 月に入り、土曜チャレンジ・アップ教室が始動した。2018 年 12 月までに、のべ 608

名の児童が参加してくれ、複数回にわたり継続して参加する児童もいた。土曜チャレンジ・

アップ教室の最後には児童らの感想を簡単にまとめて提出してもらった。児童らの素直な

反応は、企画内容の構成や学生の説明方法に加え、土曜チャレンジ・アップ教室を見直す

きっかけとなり、次の企画を考える際の学生らの励みになった。また、土曜チャレンジ・

アップ教室を終えた学生からは上記のような感想が得られ、小学校現場での体験が学生自

身の成長とともに、個人の課題を得たことが伺える。 

 最後に、春日井市教育委員会と学校長に貴重な機会をいただいたこと、そして、指導運

営委員の方々には、土曜チャレンジ・アップ教室における安全面の配慮や児童への接し方

についてご指導ことに深く感謝したい。 
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活動情報の公開 

 

なるほど!子どもアカデミーホームページ 

中部大学＞現代教育学部＞なるほど！子どもアカデミー＞今年度の活動 

  随時、活動の様子を公開している。https://www3.chubu.ac.jp/kodomo_academy/

（2019 年 2 月 4 日確認） 

 

付記 

本活動は、中部大学現代教育学研究所「教育的人間力育成プロジェクトなるほど！子ど

もアカデミー]、春日井市教育委員会より研究及び活動に対する経費支援を受けた。 

  

あとがきにかえて 

 

 「子どもアカデミー」には春日井市内外から子どもたちが多数参加され、熱心に講座に取

り組んでいただきました。知的な活気にあふれる講座となったことをこの場を借りてお礼

申し上げます。 

本活動全体は、9 名の教員がそれぞれの専門性を生かしながら協同して推進しており、今

後も継続していく予定です。主な役割分担として、全体統括、渉外を高木、概念、理論研究

を三島、学生への教科指導を高木・小笠原・橋本・小池・長尾・味岡、成果に関する調査研

究を三島・古市・伊藤、運営事務を伊藤・味岡が担当していますが、適宜全員で協議しなが

ら進めました。本報告書もほぼ全員が何らかの形で執筆に関わっており、編集作業は主に味

岡が行いました。 

私たち教員の願いは、「子どもアカデミー」という地域に根ざした課外活動において、教

師を目指す学生たちが教職に関する実践力をさらに高め、人間的な成長を遂げていくこと

です。そのような仕組みとして「子どもアカデミー」そのものも成長していければと願って

います。 

これからも地域や関係のみなさまのご支援をお願い致します。 
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